
人と自然が織りなす 心豊かな協働の村広報２０１６
№ 589

４

主
な
内
容

●  もうすぐ１年生16 人に春到来 �� ２㌻
●  村長施政方針 ��������� ４㌻
●  東日本大震災追悼式 ������ 16㌻
●  おもてなし料理コンテスト ��� 20㌻

　３月６日、教育振興運動羅賀地区実践協議会が明
戸川へサケの稚魚を放流しました。流れの速い川の
中を泳ぐ稚魚の姿は、４年後の回帰を期待させます。
放流を楽しみ、泳ぐサケを目で追う子どもたち。保
護者は傍らで、子どもたちがサケのように逞しく成
長することを祈りました（関連記事 27 ページ）
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　田野畑小学校への入学を心待ちにし
ている新１年生。そんなみんなに、将
来の夢を書いてもらいました。

「おおきくなったら
なにになりたい？」

佐
藤 

悠ゆ

月づ
き 

く
ん
（
田
野
畑
）

畠
山 
幸ゆ

き

奈な 

ち
ゃ
ん
（
田
野
畑
）

大
泉 

翔し
ょ
う 

く
ん
（
西
和
野
）

三
上 

琶は

也や

人と 

く
ん
（
和
野
）

松
坂 

玖く

音お
ん 

く
ん
（
菅
窪
）

佐
々
木 

雄ゆ
う

紳し
ん 

く
ん
（
猿
山
）

工
藤 

あ
ん
び 

ち
ゃ
ん
（
島
越
）

上
机 

愛あ
い

琉る 

く
ん
（
浜
岩
泉
）

角
舘 

樹い
つ
き 

く
ん
（
浜
岩
泉
）

熊
谷 

二に

胡こ 

ち
ゃ
ん
（
田
代
）

相
模 

奏そ
う

汰た 

く
ん
（
田
代
）

小
松
山 

煌こ
う

希き 

く
ん
（
田
野
畑
）

畠
山 

東と
う

陽よ
う 

く
ん
（
田
野
畑
）

畠
中 

彩あ
や

乃の 

ち
ゃ
ん
（
北
山
）

畠
山 

陸り
く 

く
ん
（
菅
窪
）

松
頭 

澄す
み

恋れ 

ち
ゃ
ん
（
北
山
）

もうすぐ１年生

16 人に春到来
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会
資
本
の
整
備
が
い
か
に
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
発
揮
す

る
か
が
重
要
で
あ
り
、
未
来
に
つ
な
ぐ
社
会
資
本
が

次
世
代
の
問
い
に
ど
の
よ
う
に
答
え
る
か
。
ま
た
、

そ
の
責
任
を
全
う
で
き
る
か
が
要
諦
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
思
慮
と
は
何
か
、
分
別

と
は
何
か
を
考
え
る
期
間
で
も
あ
り
、
今
後
の
施
策

に
活
か
す
所
存
で
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
発
災
年
か
ら
５
年
間
の
「
復
興

集
中
期
間
」を
平
成
27
年
度
で
終
え
、平
成
28
年
度
以

降
５
年
間
を「
復
興
・
創
生
期
間
」と
し
て
一
定
の
財

源
を
明
示
し
、
次
の
復
興
ス
テ
ー
ジ
へ
の
準
備
が
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
村
と
し
て
は
、
早
期
に
復
興
事
業
を
完
遂
し
、
国

の
復
興
・
創
生
期
間
に
お
け
る
情
勢
を
注
視
し
な
が

ら
、
住
民
本
位
の
行
政
運
営
に
徹
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
は
復
興
の
取
り

組
み
と
相
ま
っ
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

に
基
づ
き
、「
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
、
さ
ら
に

は
「
村
総
合
計
画
後
期
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
平
成
28
年
第
２
回
田
野
畑
村
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
お

よ
び
特
別
会
計
予
算
案
な
ど
を
ご
審
議
い
た
だ
く
に

あ
た
り
、
新
年
度
の
村
政
運
営
に
取
り
組
む
施
策
の

概
要
を
申
し
述
べ
、
村
議
会
な
ら
び
に
村
民
の
皆
様

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
・
大
津
波
か
ら
５
年
の
年
月
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
震
災
に
伴
う
被

害
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
沿
岸
全
域
に
わ
た
っ
て

お
り
、
災
害
か
ら
の
復
興
は
、
本
村
に
と
っ
て
も
緊

急
か
つ
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度

末
を
迎
え
、
５
年
間
で
の
復
興
を
目
指
し
た
復
旧
・

復
興
事
業
は
一
部
の
事
業
が
繰
越
す
る
な
ど
期
間
内

に
終
了
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
民

の
心
の
火
種
を
失
う
こ
と
な
く
、三
千
数
百
人
の
希

望
の
灯
に
す
る
た
め
、鋭
意
事
業
の
推
進
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
社
会
資
本
整
備
と
は
何
か
を
考
え
た
時
、
そ
の
社

施
政
方
針
～
は
じ
め
に
・
震
災
か
ら
の
復
興
・
地
方
創
生
に
向
け
て
～

平
成
28
年
度

村
長
施
政
方
針

は
じ
め
に

震
災
か
ら
の
復
興
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村
は
国
の
集
中
復
興
期
間
に
合
わ
せ
「
田
野
畑
村

災
害
復
興
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
27

年
度
ま
で
の
５
年
間
、
復
旧
・
復
興
事
業
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
計
画
に
計
上
し
て
い
る
事
業
は
１
８
９
事

業
で
、
う
ち
１
８
０
事
業
が
実
施
済
ま
た
は
実
施
中

と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
事
業
数
に
対
す
る
実
施
率

は
95
・
２
％
で
、
一
部
、
被
災
地
の
土
地
活
用
や
防

災
施
設
整
備
な
ど
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
も
の
の
、

全
体
と
し
て
お
お
む
ね
順
調
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
28
年
度
以
降
も
復
興
事
業
と
し
て
継
続
す
る
事
業

お
よ
び
新
規
事
業
は
42
事
業
を
見
込
み
、
事
業
完
了

ま
で
進
捗
状
況
な
ど
の
管
理
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、

既
に
着
手
し
て
い
る
事
業
や
制
度
期
限
の
到
来
に
よ

り
完
了
と
な
る
事
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
新
規
事

業
数
も
少
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
次
策
定
し
た「
田

野
畑
村
総
合
計
画
（
後
期
計
画
）」（
28
年
度
〜
32
年

度
）
に
組
み
入
れ
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
事
業
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

地
方
創
生
に
向
け
て

　
国
内
で
加
速
度
的
に
進
む
人
口
減
少
、
超
高
齢
社

会
に
対
応
す
る
た
め
、
国
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
を
成
立
さ
せ
、
す
べ
て
の
地
方
自
治
体
に

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
策
定
を
求
め
ま
し
た
。
本
村
で
も
、
住
民
代

表
や
産
業
界
、行
政
機
関
、大
学
、金
融
機
関
、労
働
団

体（
産
官
学
金
労
）、
さ
ら
に
は
議
会
か
ら
も
参
画
を

い
た
だ
い
た
「
田
野
畑
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
検
討
委
員
会（
委
員
20
人
）」を
立
ち
上
げ
、

４
回
の
検
討
会
議
を
経
て
、
こ
の
ほ
ど
策
定
の
運
び

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
国
が
示
す
地
方
創
生
推
進
交
付
金
な
ど
の

活
用
を
見
据
え
な
が
ら
、
村
民
が
希
求
す
る
村
づ
く

り
の
具
現
化
に
向
け
、
自
ら
が
創
造
・
実
践
す
る
地

方
創
生
、
新
生
・
た
の
は
た
の
村
づ
く
り
、
参
加
型

の
村
政
運
営
、
村
民
が
主
役
の
村
づ
く
り
を
進
め
る

所
存
で
す
。

地
方
創
生

① 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

 

田
野
畑
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
域
課
題
の
総
合

的
解
決
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た

め
、本
村
の
人
口
減
少
要
因
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、

長
期
的
な
将
来
人
口
推
計
を
行
い
な
が
ら
、
地
方
創

生
に
お
け
る
将
来
展
望
や
基
本
目
標
、
施
策
の
方
向

性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

 

本
村
の
人
口
は
、
１
９
５
７
年
の
６
７
０
１
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
お
り
、
昨
年
の
人
口
は

３
６
３
６
人
で
ピ
ー
ク
時
の
約
５
割
ま
で
減
少
し
て

い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将

来
人
口
の
推
計
に
よ
る
と
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
推

移
す
れ
ば
２
０
４
０
年
に
は
２
千
人
程
度
ま
で
減
少

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、「
合
計
特
殊
出
生

率
を
２
・
07
以
上（
平
成
24
年
が
２
・
83
）の
水
準
で
維

持
す
る
こ
と
」、「
人
口
の
１
％（
39
人
）移
住
（
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
）を
毎
年
促
進
す
る
こ
と
」、「
小
学
生

１
２
６
人
・
１
学
年
平
均
20
人
以
上
と
す
る
こ
と
」、

「
生
産
人
口
が
老
年
人
口
よ
り
多
い
状
況
を
維
持
す

地
方
創
生

② 

総
合
戦
略

る
こ
と
」
の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
２
０
４
０
年（
25
年
後
）

の
人
口
目
標
を
３
千
人
と
設
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、
国
の
総
合
戦
略
に
呼
応

し
、
村
人
口
ジ
ビ
ョ
ン
の
実
現
を
図
る
た
め
、「
地

域
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
雇
用
の
創
出
」、「
地
域

を
支
え
る
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
」、「
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
環
境
の
支
援
」、「
地
域
づ
く
り
・
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
」、「
広
域
圏
に
お
け
る
協
力
・

連
携
の
推
進
」
と
い
う
５
項
目
の
基
本
目
標
を
設
定

し
、
各
種
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
重
要
業
績
評

価
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）を
設
定
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
よ
り
事
業
評
価
、
改
善
を
行
い
、
効
果
的
に
執
行

す
る
こ
と
と
し
て
ま
す
。

村
政
運
営
の
基
本
姿
勢

村
政

運
営

① 

基
本
的
な
施
策
の
展
開

　
村
政
運
営
の
基
本
的
な
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。
平
成
28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
「
田

野
畑
村
総
合
計
画
後
期
計
画
」
は
、
今
後
５
年
間
の

基
本
的
な
施
策
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
現
在
実
施
中
ま
た
は
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

復
興
事
業
や
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
創
生
に
連
動
し

た
各
種
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
国
の
「
復
興
・
創
生
」
期
間
に
対
応

し
た
復
興
事
業
を
優
先
的
に
進
め
な
が
ら
も
、現
下
、

　
平
成
28
年
第
２
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
５
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

村
づ
く
り
の
方
向
性
や
新
年
度
の
主
要
事
業
な
ど
、
石
原
弘
村
長
が

行
っ
た
施
政
方
針
演
述
、
熊
谷
勤
己
村
教
育
委
員
長
が
行
っ
た
教
育

行
政
施
政
方
針
演
述
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
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施
政
方
針
～
村
政
運
営
の
基
本
姿
勢
・
主
要
施
策
の
展
開
～

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減
少
問
題
、
い
わ

ゆ
る
地
方
創
生
に
係
る
定
住
促
進
策
を
強
力
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
医
療
・
教
育
・

福
祉
が
重
要
な
項
目
で
す
。
そ
れ
を
支
え
る
の
も
人

で
あ
り
、
人
づ
く
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
を
育
て

る
た
め
の
教
育
環
境
の
充
実
や
産
業
教
育
と
い
う
視

点
も
加
え
な
が
ら
、
地
域
に
根
差
し
た
人
づ
く
り
と

い
う
理
念
の
下
、
村
内
６
地
区
で
作
成
さ
れ
た
「
地

域
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
抱
き
人
間

性
豊
か
な
人
材
を
育
む
施
策
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
こ
の
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
継
続
的
に
検
討
を
進
め
な
が

ら
、
地
域
と
の
連
携
・
あ
り
方
を
含
め
て
取
り
進
め

ま
す
。

村
政

運
営

② 

行
財
政
運
営
方
針

　
行
財
政
運
営
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
12
月
に
国
か
ら
示
さ
れ
た
平
成
28
年
度
の
地
方
財

政
計
画
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
比
０
・
３
％
減
の
16
兆
７
千
億
円
で
、
前
年
度

と
ほ
ぼ
同
じ
額
を
確
保
し
、
地
方
の
財
政
運
営
に
支

障
が
な
い
よ
う
配
慮
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
交
付
税
の
算
定
基
礎
と
な
る
国
勢
調
査

人
口
の
減
少
や
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
る

社
会
保
障
関
係
費
の
大
幅
な
増
大
な
ど
、
村
財
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
村
の
地
方
債
償
還
額
は
、
平
成
15
年
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

や
地
方
創
生
関
連
事
業
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
新
た

な
施
設
整
備
に
係
る
財
源
確
保
も
必
要
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
村
に
お
け
る
近
時
の
決
算
に
よ
り
算
出
さ
れ
た

各
種
財
政
指
標
は
、
国
の
基
準
を
満
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
に
お
い
て
も
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
堅
持
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

村
政

運
営

③ 

予
算
編
成
の
方
針

　
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。
現
下

の
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
、
本
村
の
平
成
28
年

度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
優
先
的

に
予
算
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、村
総
合
計
画
後
期
計

画
に
掲
げ
た
重
点
施
策
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
、
事

業
効
果
、
効
率
性
、
政
策
の
優
先
度
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
重
点
配
分
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、単
年
度
主
義
に
陥
る
こ

と
な
く
、前
倒
し
で
き
る
事
業
は
早
期
に
実
施
す
る

姿
勢
を
持
つ
こ
と
、年
度
内
に
一
定
の
成
果
を
見
い

だ
す
必
要
が
あ
る
事
業
に
お
い
て
は
補
正
対
応
に
よ

り
補
完
性
を
維
持
す
る
こ
と
、加
え
て
、方
向
性
・
実

用
性
を
実
証
し
な
が
ら
本
格
的
に
事
業
化
す
べ
き
事

柄
な
ど
を
整
理
・
検
討
し
、持
続
可
能
な
社
会
を
形
成

し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
国
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
事
業
や
一
億
総
活
躍
社
会
に
関
連
す
る
事
業
な
ど

に
お
い
て
も
、
村
の
地
方
創
生
に
必
要
不
可
欠
な
事

業
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
、
過
疎

計
画
に
お
け
る
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
も
柔
軟
か
つ

積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
持
続
的
な
視
点
を

持
ち
な
が
ら
柔
軟
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

主
要
施
策
の
展
開

主
要

施
策

① 

復
興
事
業
の
着
実
な
推
進

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
工
事
に
あ

た
っ
て
は
、
工
事
期
間
の
延
長
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
優
先
で
取
り
組
ん
だ
住
宅
再
建
に
係

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
移
転
４
団
地
の
宅
地
造
成
や

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
が
す
べ
て
完
了
し
、
既
に
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
予

定
し
て
い
る
自
力
再
建
者
の
住
宅
建
築
に
つ
い
て
も

大
方
の
目
処
が
立
ち
、
応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
も

本
年
度
末
を
も
っ
て
全
て
の
被
災
者
が
退
去
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
復
興
計
画
期
間
内
で
完
了
し
な
か
っ
た
復

旧
・
復
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
工
事
契

約
済
で
、
事
業
期
間
の
延
長
を
伴
う
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
以
降
の
復
興
事
業
に
つ
い

て
も
、
復
興
に
向
け
て
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
防
災

の
地
域
づ
く
り
」、「
生
活
再
建
」、「
地
域
振
興
」
の

視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
の
総
合
計
画
後
期
計
画
の
中
で
着
実
に
推
進

し
、
国
の
「
復
興
・
創
生
期
間
」
と
歩
調
を
合
わ
せ

な
が
ら
完
全
復
興
を
目
指
し
ま
す
。

１
防
災
の
地
域
づ
く
り

主
要
施
策
①
復
興
事
業
の
着
実
な
推
進

　「
防
災
の
地
域
づ
く
り
」の
分
野
に
お
い
て
は
、
大

型
工
事
に
よ
り
平
成
30
年
度
ま
で
の
工
期
を
要
す
る

平
井
賀
漁
港（
平
井
賀
地
区
）の
海
岸
施
設
災
害
復
旧

工
事
・
防
潮
堤
工
事
を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
県
事
業

で
あ
る
島
の
越
漁
港
海
岸
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

も
早
期
完
成
を
働
き
か
け
ま
す
。

　
孤
立
解
消
道
路
と
し
て
整
備
し
て
い
る
村
道
北
山

崎
線
、
村
道
明
戸
北
山
線
、
村
道
長
嶺
線
の
３
路
線

に
つ
い
て
は
、
全
工
事
区
間
に
お
い
て
工
事
発
注
済

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
村
道
北
山
崎
線
、

村
道
明
戸
北
山
線
は
28
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
と
拓
洋
台
団
地
な
ど
と
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
整
備
し
て
い
た
村
道
田
野
畑
平
井
賀
線

の
改
良
舗
装
工
事
も
28
年
度
で
完
成
す
る
運
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
重
防
災
型
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、

ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
重
要
度
を
増
し
て
い
る
避
難
路

整
備
に
つ
い
て
は
、
村
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

踏
ま
え
て
、
島
越
地
区
お
よ
び
羅
賀
地
区
の
被
災
地

に
お
い
て
集
落
道
整
備
を
順
次
進
め
ま
す
。
さ
ら
に

は
集
落
道
整
備
の
み
な
ら
ず
、
徒
歩
に
よ
る
避
難
路
、

避
難
標
識
・
サ
イ
ン
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

２
生
活
再
建

主
要
施
策
①
復
興
事
業
の
着
実
な
推
進

画
像
式
津
波
観
測
施
設
の
機
能
強
化
を
進
め
ま
す
。

　「
生
活
再
建
」の
分
野
に
つ
い
て
、
被
災
者
の
住
宅

再
建
に
は
一
定
の
目
処
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
本
村
に
お
い
て
は
、
発
災
時
か
ら
仮
設
住
宅
団

地
、
そ
し
て
移
転
団
地
へ
と
被
災
し
た
集
落
ご
と
に

行
動
を
共
に
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
助
け
合
い
の
精

神
は
息
づ
い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
引
き
続
き
シ
ル
バ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
設
置
訪
問
事

業
な
ど
で
心
身
の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。

３
地
域
振
興

主
要
施
策
①
復
興
事
業
の
着
実
な
推
進

　「
地
域
振
興
」の
分
野
で
あ
り
ま
す
。
過
去
に
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
水
産
業
に

つ
い
て
は
、
一
部
漁
港
施
設
な
ど
の
復
旧
に
時
間
を

要
し
て
い
る
も
の
の
、
漁
船
漁
具
の
調
達
、
定
置
網
、

養
殖
施
設
等
の
復
旧
は
一
通
り
終
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
県
事
業
に
よ
る
漁
港
施
設
整
備
と
の
調
整
な
ど

で
工
事
着
手
が
遅
れ
て
い
た
水
産
荷
捌
き
施
設
は
、

本
年
６
月
末
に
は
完
成
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
や
漁
業
者
な
ど
の
利
便
性

の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

被
災
地
の
土
地
利
用
高
度
化
再
編
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
水
産
施
設
用
地
を
中
心
と
し
て
造
成
工
事
に

着
手
い
た
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
島
越
地
区
に
お

い
て
、
水
産
共
同
利
用
施
設
で
あ
る
定
置
網
休
憩
施

設
と
作
業
保
管
施
設
を
整
備
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
観
光
業
に
お
い
て
は
、
震
災
遺
構
明
戸
海
岸
防
潮

堤
、
島
越
お
よ
び
羅
賀
地
区
の
ふ
れ
あ
い
公
園
施
設

整
備
を
も
っ
て
、被
災
し
た
観
光
関
連
施
設
の
復
旧
・

　
ま
た
、
津
波
で
被
災
し
た
地
域
の
み
な
ら
ず
、
村

全
体
と
し
て
の
早
期
復
興
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
整
備
済
み
区
域
を
除
く
村
内
全
地
域
を
対
象

と
し
て
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
基
盤
整
備
工
事

を
本
年
10
月
の
完
成
を
目
指
し
進
め
て
い
ま
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し
た
創
造
的
な
地
域

振
興
策
を
推
し
進
め
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
関
し
て
は
、
被
災

集
落
に
限
ら
ず
、
村
内
全
域
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
地
域
づ
く
り
計
画
」
の
実
現
に
向
け
た
支
援
を
行

い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
被
災
者
支
援
総
合
交
付

金
事
業
の
活
用
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
自
治
会

な
ど
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

松島付近から旧島越児童館跡地へ避難路を整備
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施
政
方
針
～
主
要
施
策
の
展
開
～

主
要

施
策

② 

地
方
創
生
へ
の
取
組

復
興
が
お
お
か
た
終
了
し
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
は
、

復
旧
し
た
観
光
施
設
を
最
大
限
活
用
し
、
震
災
ガ
イ

ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
や
教
育
旅
行
の
誘
致
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
仮
設
店
舗
に
入
居
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、

本
設
営
業
再
開
に
関
わ
り
、
条
件
に
合
致
す
れ
ば
仮

設
店
舗
の
移
転
や
撤
去
に
対
す
る
国
の
助
成
期
間
が

平
成
30
年
度
末
ま
で
延
長
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
点
を
含
め
て
、
地
域
の
実
情
と
事
業
者
の
意
向

を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
の
生
活
機
能
を
衰
退
さ
せ
な

い
方
策
を
基
本
に
し
て
対
応
す
る
所
存
で
す
。

　
被
災
者
の
雇
用
確
保
に
つ
い
て
は
、
発
災
後
か
ら

震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
を
活
用
し
て
雇
用
の
場

の
確
保
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
宮
古

管
内
の
職
業
安
定
所
に
お
け
る
本
年
度
の
有
効
求
人

倍
率
が
高
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
本
村
の
第
３
セ

ク
タ
ー
を
始
め
と
し
た
事
業
所
に
お
い
て
も
人
材
の

確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
暫
定
的
な
雇
用
対
策
か
ら
恒
久
的
な

雇
用
対
策
へ
と
移
行
す
る
必
要
が
あ
り
、
産
業
の
維

持
も
含
め
て
、村
内
お
よ
び
近
隣
へ
の
就
労
シ
フ
ト
・

地
域
連
携
に
よ
る
労
働
の
確
保
に
向
け
た
広
報
活
動

な
ど
を
積
極
的
に
展
開
す
る
所
存
で
す
。

　
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
よ
る
基
盤
整
備

に
合
わ
せ
て
、
人
口
減
少
に
対
す
る
地
方
創
生
へ
の

取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
村

１
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
雇
用
の
創
出

主
要
施
策
②
地
方
創
生
へ
の
取
組

　
１
点
目
が
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
雇
用

の
創
出
で
あ
り
ま
す
。
１
次
産
業
の
体
質
強
化
に
よ

り
、
高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
起
業
化
を
促
進
す
る
な
ど
各
産
業
分

野
の
新
た
な
展
開
と
経
営
強
化
に
向
け
た
支
援
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
新
規
就
農
者
実
践

研
修
支
援
事
業
を
始
め
と
し
て
、
１
次
産
業
後
継
者

育
成
の
た
め
、
１
次
産
業
従
事
者
が
意
欲
あ
る
者
を

対
象
に
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
村
内

の
産
業
団
体
を
中
心
と
し
た
「
田
野
畑
村
６
次
産
業

化
推
進
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
、国
の
地
方
創
生
先
行

型
交
付
金
を
活
用
し
て
、本
村
の
「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
ご
案
内
の
と
お
り
で
す
。
28
年
度
も
、
田

野
畑
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
に
よ
り
、
当

協
議
会
と
連
携
し
た
村
産
食
材
に
よ
る
食
の
魅
力
発

信
や
担
い
手
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
当
該
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
組
織
的
か
つ
経
営
的
な
改

善
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た

２
地
域
を
支
え
る
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進

主
要
施
策
②
地
方
創
生
へ
の
取
組

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
展
開
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
観
光
業
に
つ
い
て
は
、
観
光
情
報
の
発
信
や
、
新

た
な
旅
行
商
品
の
開
発
を
推
進
し
、
観
光
客
の
入
込

数
を
増
や
し
、
観
光
業
の
就
業
の
場
の
創
出
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
村
の
文
化
財
な
ど
の
観
光
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、
観
光
振
興
を
強
力
に
推
し
進
め

ま
す
。
そ
の
方
策
と
し
て
、
新
た
に
事
業
推
進
員
を

配
置
し
、
総
合
観
光
案
内
や
Ｐ
Ｒ
、
誘
客
活
動
の
強

強
化
を
図
る
た
め
、
田
野
畑
観
光
交
流
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
将

来
的
な
観
光
推
進
体
制
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
た
め
、

道
の
駅
や
６
次
産
業
化
、
定
住
促
進
の
取
り
組
み
と

連
動
し
て
、
村
の
新
た
な
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
の
創

出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
総
合
戦
略
の
２
つ
目
の
基
本
目
標
は
、
地
域
を
支

え
る
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
で
す
。
各
地
域
の
空
き

家
情
報
や
受
入
体
制
な
ど
の
実
情
把
握
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
磨
き
、
外

部
へ
の
情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

田
野
畑
村
の
フ
ァ
ン
や
関
心
層
の
掘
り
起
こ
し
を
行

い
、
交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
定
住
・
移
住
情
報
の
発
信
強
化
に
つ
い
て
は
、
定

住
化
支
援
員
を
置
き
、
空
き
家
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
情
報
発
信
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
民
間
企
業
、
交

流
・
友
好
都
市
、
大
学
な
ど
と
の
連
携
お
よ
び
調
整

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
外
部
交
流
窓
口
の
一
本

化
を
図
り
ま
す
。

　
定
住
・
移
住
者
の
住
ま
い
確
保
の
た
め
、
空
き
家

修
繕
費
補
助
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に

は
応
援
職
員
用
住
宅
を
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ふ
る
さ
と

納
税
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
る
「
懐

か
し
村
民
制
度
」
は
村
産
品
の
消
費
や
関
係
人
口
の

拡
大
に
は
有
効
な
ツ
ー
ル
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

制
度
の
Ｐ
Ｒ
や
提
供
商
品
の
見
直
し
を
行
い
、
加
入

者
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
上
記
の
戦
略
な
ど
を
含
め
て
、
村
の
魅

力
発
信
に
向
け
て
村
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略

３
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環
境
の
支
援

主
要
施
策
②
地
方
創
生
へ
の
取
組

　
総
合
戦
略
の
３
つ
目
の
基
本
目
標
は
、
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
環
境
の
支
援
で
す
。
子
育
て
や
教
育
に

係
る
経
費
助
成
を
維
持
・
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
育
て
環
境
を
理
由
に
離
村
す
る
こ
と
が
な
い
村
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
本
村
で
は
、
他
自
治
体
に
先
行
し
て
、
子
育
て
環

境
支
援
制
度
の
充
実
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

や
保
育
所
・
児
童
館
の
利
用
料
無
料
化
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。
妊
婦
健
診
の
無
料
化
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
不
妊
治
療
に
あ
っ
て
は
一
般
不
妊
治
療
ま

で
補
助
対
象
を
広
げ
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
全
て
の
年
代
を
対
象
に
し
た
保
健
活
動

が
継
続
し
て
展
開
さ
れ
る
体
制
整
備
を
構
築
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
結
婚
対
策
に
つ
い
て
は
、県
で
開
設
し
て
い
る「
い

き
い
き
岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
促

進
を
図
り
な
が
ら
、
村
内
お
よ
び
村
内
で
就
業
す
る

若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
の
若
者
交

流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
展
開
し
、
出
会
い
の
場
の
創
出

に
努
め
ま
す
。

　
高
校
や
高
等
教
育
機
関
の
無
い
本
村
に
と
っ
て
、

教
育
費
に
か
か
る
負
担
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

村
に
居
な
が
ら
よ
り
高
度
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
授
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
、
異
文
化
交
流
を
促

進
し
な
が
ら
小
中
連
携
（
一
貫
）
教
育
を
さ
ら
に
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
費
の
負
担
軽
減
に
向
け
、

教
材
費
の
一
部
助
成
や
奨
学
金
制
度
の
拡
充
を
検
討

し
ま
す
。

で
は
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
を
計
画
期
間
と
す

る
「
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
総
合
戦
略
で
は
、

５
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　「
道
の
駅
た
の
は
た
」
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
の
整

備
と
連
携
す
べ
き
点
が
あ
る
事
か
ら
、
将
来
的
な
移

転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
各
種
産
業
団
体
や
飲
食
・

物
販
・
観
光
関
係
者
、
自
治
会
関
係
者
か
ら
な
る
検

討
委
員
会
を
設
け
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
を
検
討
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
道
の
駅
は
単
な
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
休
憩
施
設
、
観
光
情
報
発
信
、
物
販
の
場
の

み
な
ら
ず
、「
ま
ち
」
の
特
産
物
や
観
光
資
源
を
活

か
し
て
「
ひ
と
」
を
呼
び
、
地
域
に
「
し
ご
と
」
を

生
み
出
し
、
本
村
の
魅
力
を
発
信
す
る
玄
関
で
も
あ

り
、
地
方
創
生
の
拠
点
に
な
り
得
る
施
設
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
28
年
度
は
、
国
道
の
管
理
者
で
あ

る
三
陸
国
道
事
務
所
と
協
議
を
重
ね
る
中
で
、
具
体

的
な
整
備
箇
所
を
決
定
し
、
新
た
な
道
の
駅
の
運
営

に
係
る
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
村
産
業
の
活
性
化
に
は
第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
強

化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
で
は
昨
年

12
月
に
地
方
創
生
に
お
け
る
地
域
の
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
株
式
会
社
北
日
本
銀
行
と
「
地
方

創
生
に
係
る
連
携
協
定
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し

た
こ
と
は
ご
案
内
の
と
お
り
で
す
。
併
せ
て
、
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
な
ど
外
部
機
関
と
連
携
し
、
専

門
家
派
遣
や
経
営
診
断
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

地
域
に
お
け
る
起
業
化
を
促
進
し
、
村
産
業
開
発
公

社
を
始
め
と
し
た
第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
強
化
を
図

り
、
地
方
創
生
に
お
け
る
「
し
ご
と
」
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
産
業
団
体
な
ど
と
連
動
す

る
こ
と
で
実
効
性
が
生
ま
れ
確
か
な
方
向
性
を
示
す

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
産
業
団
体
の
連
携
・
強
化

が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
補
完
す
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
村
内
全
域
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
の
整
備

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。
地
方
創
生
の
戦
略
と
し
て
も
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
網
の
整
備
を
受
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
な
ど
新
た
な

分
野
を
対
象
と
し
た
企
業
誘
致
活
動
も
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

を
展
開
す
る
所
存
で
す
。

弁天崎のキッチンたのはた起業家支援センターを改修



2016・４　広報2016・４　広報11 10

施
政
方
針
～
主
要
施
策
の
展
開
～

４
地
域
づ
く
り
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

主
要
施
策
②
地
方
創
生
へ
の
取
組

５
広
域
圏
に
お
け
る
協
力
・
連
携
の
推
進

主
要
施
策
②
地
方
創
生
へ
の
取
組

　
総
合
戦
略
の
４
つ
目
の
基
本
目
標
は
、
地
域
づ
く

り
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
で
す
。
具
体
的
な

地
域
づ
く
り
実
践
活
動
を
通
じ
、
地
域
づ
く
り
計
画

の
具
現
化
と
次
代
を
担
う
後
継
者
の
育
成
を
図
り
ま

す
。

　
地
域
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
は
、
モ
デ
ル
地
区
を

設
定
し
、
祭
り
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
伝
承
活
動
を
地

域
住
民
が
主
体
的
に
行
う
地
域
づ
く
り
実
践
活
動
を

集
中
的
に
支
援
し
、
地
域
の
魅
力
向
上
に
繋
げ
る
と

と
も
に
、
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
・
成
果
を
他
地
域
へ
波
及
、

展
開
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
集
落
を
支
え
る
生
活
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

活
動
を
繋
げ
る
た
め
の
拠
点
施
設
の
配
置
・
機
能
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
交
通
体
系
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
各
集
落
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
や

な
り
わ
い
、
田
野
畑
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
外

部
発
信
す
る
こ
と
で
、
村
へ
の
愛
着
と
理
解
を
促
進

す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

主
要

施
策

③ 

総
合
計
画
の
着
実
な
推
進

１
産
業
の
活
性
化

主
要
施
策
③
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進

　
平
成
28
年
度
か
ら
向
こ
う
５
年
間
の
総
合
計
画
後

期
計
画
は
、
前
述
し
た
と
お
り
震
災
復
興
事
業
の
推

進
と
人
口
減
少
に
伴
う
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合

戦
略
を
加
味
し
な
が
ら
基
本
的
な
施
策
の
方
向
性
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
重
点
施
策
を
中
心
に
着
実
な

取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

　
５
つ
目
の
基
本
目
標
は
、広
域
圏
に
お
け
る
協
力
・

連
携
の
推
進
で
す
。
三
陸
沿
岸
道
路
や
宮
古
盛
岡
横

断
道
路
な
ど
の
整
備
が
進
む
こ
と
に
よ
り
生
活
・
経

済
圏
は
大
き
く
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
ま
す
。

医
療
、
観
光
、
雇
用
、
交
通
な
ど
、
広
域
連
携
に
よ

　
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
産
業
間
連
携
が
盛
ん
で
、
働
き
が
い
の
あ
る
村
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
の

中
で
掲
げ
た
基
本
目
標「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新

た
な
雇
用
の
創
出
」の
関
連
事
業
を
積
極
的
に
展
開

し
ま
す
。

　
こ
れ
以
外
の
事
業
に
お
い
て
も
、共
生
、交
流
、選

択
、集
中
の
考
え
方
の
も
と
に
、着
実
な
産
業
振
興
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域
農
業
を
維
持
す
る

た
め
、
大
規
模
に
農
業
経
営
を
展
開
す
る
地
域
農
業

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
践
者
を
中
心
に
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
、農
地
の
保
全
と
集
積
、機
械
の
共
同
利
用

な
ど
に
よ
り
農
業
生
産
基
盤
の
効
率
性
を
高
め
、実

効
性
の
あ
る
農
業
振
興
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
新
た
に
真
木
沢
地
区

を
対
象
と
し
た
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
を
実
施

す
る
他
、
振
興
野
菜
生
産
推
進
事
業
や
い
わ
て
地
域

農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
践
支
援
事
業
、
菌
床
し
い

た
け
生
産
支
援
事
業
、
い
わ
て
型
牧
草
地
再
生
対
策

事
業
な
ど
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い

て
は
、
国
の
動
向
や
本
村
へ
の
影
響
な
ど
関
連
制
度

に
注
視
し
な
が
ら
、「
農
の
し
ご
と
づ
く
り
」
を
含

め
た
対
応
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
里
山
の
森
づ
く
り
に
向
け
、

縄
文
時
代
の
悠
久
の
豊
か
な
森
を
参
考
と
し
て
「
山

の
し
ご
と
づ
く
り
」
を
創
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
森
林
を
複
層
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
山
は
美
し
く
な
り
、
豊
か
な
森
林
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
種
審
議
会
な
ど
で
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
自
伐
型
林
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

県
事
業
と
連
動
し
た
モ
デ
ル
実
証
に
よ
り
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
林
業
振
興
に
係
る
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
森

林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
事
業
を
実
施
す
る

他
、
原
木
し
い
た
け
生
産
振
興
事
業
や
菌
床
し
い
た

け
安
定
生
産
対
策
事
業
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
雇
用
事
業

で
実
施
す
る
薬
用
植
物
栽
培
団
地
化
実
証
事
業
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
事
業
展
開
し
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、「
協
業
化
に
よ
る
仕
事
場

の
維
持
」、「
起
業
化
支
援
」
な
ど
に
よ
り
「
海
の
し

ご
と
づ
く
り
」
の
創
出
に
努
め
ま
す
。
主
要
水
産
物

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
県
営
漁
礁
整
備
に
係
る
水

産
環
境
整
備
事
業
や
村
単
独
事
業
に
よ
る
ア
ワ
ビ
栽

培
漁
業
効
率
化
緊
急
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
蓄
養
事
業
の
可
能
性
を
調
査
す

る
地
域
資
源
利
活
用
促
進
支
援
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
産
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

そ
の
加
工
促
進
お
よ
び
他
産
業
と
の
連
携
強
化
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
関
係
機
関
と
協
議
し
、
地
元
消
費

の
拡
大
と
実
証
を
し
な
が
ら
、
起
業
化
に
向
け
て
支

援
す
る
所
存
で
す
。

　
１
次
産
業
は
、
単
に
生
産
の
場
で
は
な
く
、
国
土

２
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

主
要
施
策
③
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
で
す
が
、

す
べ
て
の
年
代
に
お
い
て
村
民
が
心
身
と
も
に
健
や

か
な
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
連
携
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
一
層

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
病
気
に
な
ら
な
い
予
防
活
動
と
し
て
、
引
き
続
き

食
事
・
運
動
・
休
養
と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
な

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
各
種
検
診
や
健
康
診

査
受
診
率
の
向
上
と
事
後
指
導
な
ど
の
強
化
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種

の
無
料
化
を
継
続
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
・
児
童
館
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
保
育
料
や
医
療
費
の
無
料
化
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
の
会
議
室
を
仮
施
設

と
し
て
運
営
し
て
き
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、
恒
久
的
な
施
設
を
小
学
校
敷
地
内
に
整
備
し
、

家
族
の
就
労
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る
よ
う
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
の
本

格
的
な
始
動
年
度
と
な
っ
て
い
る
平
成
29
年
度
を
見

据
え
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
業
務
を
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
一
部
委
託
し
、

る
相
乗
効
果
が
見
込
ま
れ
る
分
野
に
対
し
て
は
、
積

極
的
に
関
係
市
町
村
と
協
議
の
場
を
設
け
、
協
力
・

連
携
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
以
上
、
５
項
目
を
基
本
目
標
と
し
、
各
種
施
策
を

展
開
し
な
が
ら
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
と
村
在
住
者

の
定
着
を
図
る
所
存
で
す
。

の
保
全
や
水
源
涵
養
、
地
域
文
化
の
継
承
、
自
然
景

観
の
形
成
な
ど
、
多
面
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
産

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
村
の
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
た
「
環
境
保
全
型
」
の
産
業
振
興
を
基
本
に
据
え

て
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
中
小
企

業
振
興
資
金
融
資
事
業
や
観
光
振
興
企
業
経
営
改
善

支
援
事
業
な
ど
に
よ
り
事
業
者
の
経
営
を
支
援
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
31
年
度
ま
で
の
地
方
創
生
総
合

戦
略
期
間
に
合
わ
せ
て
田
野
畑
村
雇
用
促
進
条
例
を

制
定
し
、
本
村
で
の
雇
用
機
会
の
拡
大
、
地
域
経
済

の
振
興
お
よ
び
産
業
の
活
性
化
に
資
す
る
条
件
整
備

を
図
る
べ
く
今
議
会
に
上
程
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
年
度
実
施
し
た
地
域
消
費
喚
起
型
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
商
店
や
利
用
者
か
ら

好
評
を
博
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
を
勘
案
し
な
が
ら
次
の
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
買
物
支
援
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
商
工
会
な
ど
と
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、
具
体

的
な
事
業
を
展
開
す
る
所
存
で
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
の
戦
略
の
中

で
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
す
そ
野
の
広
い
産
業
分

野
で
あ
り
、
本
村
の
核
と
な
る
産
業
で
あ
る
こ
と
は

論
を
待
た
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
本
村
の
観
光
振
興
を

け
ん
引
し
て
い
る
㈱
陸
中
た
の
は
た
の
経
営
強
化
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

支
援
や
産
業
団
体
な
ど
の
連
携
・
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
復
旧
し
た
観
光
施
設
を
最
大
限
活
用
し
た
体
験

型
観
光
施
策
を
展
開
し
ま
す
。具
体
的
に
は
、震
災
遺

構
や
震
災
体
験
ガ
イ
ド
を
活
用
し
た
伝
承
や
防
災
学

習
な
ど
の
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
、「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」

や
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」、「
観
光
ダ
イ
ビ
ン

グ
」
を
始
め
と
し
た
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
な
ど
、

新
た
な
観
光
素
材
や
資
源
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、村
の
優
れ
た
自
然
環
境
を
適

切
に
保
全
し
、次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
環
境

基
本
計
画
の
改
定
を
進
め
な
が
ら
、村
民
総
参
加
に
よ

る
き
れ
い
な
村
づ
く
り
活
動
を
さ
ら
に
展
開
し
ま
す
。
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額
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
28
年
度
は
復
興
工
事
の
終
盤
に
差
し
掛
か
っ

て
く
る
年
度
で
あ
り
、
同
時
に
地
方
創
生
に
向
け
た

総
合
戦
略
と
総
合
計
画
の
実
質
的
な
初
年
度
と
な
り

ま
す
。

　
復
興
事
業
に
あ
っ
て
は
、
県
内
外
か
ら
派
遣
い
た

だ
い
て
い
る
職
員
の
応
援
を
得
な
が
ら
、
一
日
で
も

早
い
完
全
復
興
を
目
指
し
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
い
か
に
地

域
力
を
高
め
る
か
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
小
さ
な
出
来
事
、
小
さ
な

思
い
、
小
さ
な
事
柄
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
種
施
策
が
住
民
活
動
へ
と

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
こ

と
が
、
地
域
へ
の
誇
り
を
醸
成
し
、
村
の
魅
力
再
発

見
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
と
も
に
、
交
流

人
口
の
拡
大
へ
と
発
展
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
常
に
住
ん
で
い
る
人
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

村
民
の
生
き
が
い
と
役
割
が
発
揮
さ
れ
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
村
づ
く
り
を
推
し
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
村
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾

け
、
住
民
が
未
来
に
夢
を
抱
き
、
希
望
を
持
ち
続
け
、

住
み
続
け
た
い
・
住
み
た
い
村
、
幸
福
度
が
増
す
村

づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
全
力
で
村
政
運
営
に

あ
た
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
村
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
、

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
村
民
が
希
求
す
る

村
づ
く
り
に
向
け
て
ご
提
言
な
ど
賜
り
ま
す
こ
と
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

施
政
方
針
～
主
要
施
策
の
展
開
・
む
す
び
～

３
社
会
資
本
の
整
備

主
要
施
策
③
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進

　
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
田
野
畑
浄
水
場

と
切
牛
簡
易
水
道
施
設
の
改
修
を
行
う
ほ
か
、
そ
の

他
の
簡
易
水
道
に
つ
い
て
も
老
朽
化
し
た
施
設
が
あ

り
、
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
宜
、

耐
震
化
・
長
寿
命
化
な
ど
の
た
め
の
整
備
に
つ
い
て

検
討
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
情
報
通
信
に
つ
い
て
は
、
現
在
整
備
中
の
超
高
速

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
基
盤
整
備
工
事
に
加
え
、
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
施
設
に
つ
い
て
も
順
次

整
備
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
、
防
災
拠
点
施
設
と
避
難
所
の
敷
地
内
に
太
陽

光
・
風
力
兼
用
街
路
灯
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

個
人
用
住
宅
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
ソ
ー
ラ
ー
発

電
設
備
な
ど
の
設
置
を
支
援
し
ま
す
。

　
次
に
、
社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い
て
で
す
が
、
復

興
道
路
に
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
三
陸
沿
岸
道
路
に

つ
い
て
は
、
道
の
駅
の
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
視
野

に
入
れ
、
引
き
続
き
整
備
促
進
に
向
け
た
要
望
活
動

を
展
開
し
ま
す
。

　
村
道
整
備
に
関
し
て
は
、
道
路
の
適
切
な
維
持
管

理
と
村
道
大
芦
切
牛
線
の
改
良
舗
装
工
事
を
実
施
す

る
ほ
か
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
よ
り

橋
梁
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
修
繕
工
事
、
中
央
防
災

セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
設
計
、
沼
袋
田
代

線
、
沼
袋
三
沢
線
の
改
良
舗
装
工
事
を
順
次
進
め
る

と
と
も
に
、
生
活
に
必
要
な
道
路
整
備
に
つ
い
て
も
、

鋭
意
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
に
よ

り
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
菅
窪
団
地
の
公
営
住

宅
の
建
替
え
に
向
け
た
設
計
に
着
手
す
る
ほ
か
、
災

害
復
興
支
援
職
員
用
の
住
ま
い
を
確
保
す
る
た
め
、

西
和
野
団
地
と
菅
窪
団
地
に
合
わ
せ
て
16
戸
の
宿
舎

を
整
備
し
ま
す
。

４
教
育
振
興

主
要
施
策
③
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進

　
村
づ
く
り
の
基
本
は
「
人
づ
く
り
」
で
あ
り
、
地

方
創
生
を
担
う
人
材
を
確
保
す
る
た
め
「
教
育
」
の

果
た
す
役
割
は
、
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
の
振
興
に
あ
っ
て
は
、
別
途
、
熊
谷
勤
己
教

育
委
員
長
が
「
教
育
行
政
施
政
方
針
演
述
」
を
行
い

ま
す
が
、
総
合
教
育
会
議
な
ど
を
通
し
て
、
教
育
委

員
会
部
局
と
の
綿
密
な
連
携
の
も
と
に
、
本
村
児
童

生
徒
の
健
全
育
成
と
学
力
向
上
、そ
し
て
社
会
教
育
、

社
会
体
育
、
文
化
の
振
興
に
資
す
る
生
涯
教
育
の
充

実
発
展
を
期
す
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
村
内
一
小
中
学
校
で
あ

る
特
色
を
生
か
し
て
小
中
連
携
（
一
貫
）
教
育
を
引

き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　
村
民
ス
ポ
ー
ツ
に
位
置
付
け
て
い
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
に
つ
い
て
は
、
10
月
の
希
望
郷
い
わ
て
国
体
に

お
い
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

実
施
す
る
ほ
か
、
７
月
初
め
に
は
文
部
科
学
大
臣
賞

日
本
選
手
権
大
会
が
本
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
全
国
か
ら
の
復
興
支
援
に
感
謝
し
つ
つ
、
そ

の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
実
施
し
た
役
場
庁
舎
の
耐
震
診
断
で

は
本
庁
舎
、
旧
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
「
地
震
の
震
動

お
よ
び
衝
撃
に
対
し
て
倒
壊
し
、
ま
た
は
崩
壊
す
る

危
険
性
が
あ
る
」
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
総
合
計

画
後
期
計
画
の
実
施
に
合
わ
せ
、
庁
舎
建
設
も
含
め
、

今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
開
始

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

む
す
び

　
以
上
、
震
災
か
ら
の
早
期
復
興
と
人
口
減
少
問
題

に
対
応
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
、さ
ら
に
は

総
合
計
画
後
期
計
画
の
実
現
を
図
る
た
め
の
主
要
施

策
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

に
要
す
る
平
成
28
年
度
の
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計

で
59
億
５
７
０
０
万
円
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会

計
で
は
75
億
９
４
４
４
万
円
余
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
復
興
工
事
の
契
約
が
お
お
か
た
終
了
し
た
こ

と
に
よ
り
前
年
度
比
、
一
般
会
計
で
マ
イ
ナ
ス
51
・

１
％
、
全
会
計
で
マ
イ
ナ
ス
48
・
３
％
と
大
幅
な
減

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
機
能
の
充

実
を
図
る
考
え
で
す
。
高
齢
者
福
祉
を
始
め
と
す
る

総
括
的
か
つ
窓
口
の
一
本
化
に
よ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
・
活
動
の
充
実
な
ど
を
図
り

な
が
ら
、
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

■平成28年度の予算規模（全会計）※端数処理の関係で数値に若干の差があります 　【単位：万円】

区 分 28年度 27年度 増　減 伸び率

一 般 会 計 59億5700　 121億8000　 －62億2300　 －51.1％　

特

別

会

計

国民健康
保険会計

事業勘定 7億1374　 6億7886　 3448　 5.1％　

直診勘定 1億4340　 1億3000　 1340　 10.3％　

簡 易 水 道 会 計 1億2494　 6億8421　 －5億5927　 －81.7％　

集 落 排 水 会 計 7160　 4億6591　 －3億9431　 －84.6％　

下 水 道 会 計 3497　 5051　 －1554　 －30.8％　

介護保険
会 計

事業勘定 4億9953　 4億7447　 2506　 5.3％　

サービス勘定 1283　 324　 959　 296.0％　

後期高齢者医療会計 3645　 3559　 86　 2.4％　

小 計 16億3745　 25億2278　 －8億8533　 －35.1％　

合 計 75億9445　 147億 278　 －71億 833　 －48.3％　

■平成28年度一般会計歳入歳出予算の状況

歳入
自主財源
28.1％

依存財源
71.9％

繰入金
12億7394万円
（21.4％）

村税
2億 618万円

（3.5％）

諸収入
1億3697万円

（2.3％）
その他
5541万円

（0.9％）

国庫支出金
8億6076万円

（14.4％）

地方交付税
27億5161万円

（46.2％）

県支出金
1億8901万円

（3.2％）

村債
3億7460万円

（6.3％）

その他
1億 853万円

（1.8％）

歳出

義務的経費
24.7％

投資的経費
45.8％

その他経費
29.5％

人件費
7億8012万円

（13.1％）

公債費
5億1115万円

（8.6％）

扶助費
1億7682万円

（3.0％）

普通建設事業費
20億2338万円

（34.0％）

災害復旧事業費
7億 268万円

（11.8％）

物件費
6億9506万円

（11.7％）

繰出金
3億5498万円

（6.0％）

補助費等
5億9113万円

（9.9％）

貸付金
9282万円

（1.5％）

その他
2886万円
（0.4％）

59億5700万円59億5700万円
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な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
後
期

基
本
計
画
と
し
て
28
〜
32
年
の
５
年
間

の
計
画
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

分
野
ご
と
に
具
体
的
な
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の
計
画
。
３
年
を
計
画
期
間
と

し
、
毎
年
度
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
答
申
を
受
け
、
平
成
28
年
度

か
ら
５
年
間
の
施
策
の
指
針
と
な
る
後

期
基
本
計
画
。
今
後
、
村
づ
く
り
の
た

め
の
計
画
や
施
策
を
後
期
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
村
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
の
詳

し
い
内
容
は
、
後
日
、
全
世
帯
に
配
布

さ
れ
る
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
お
よ
び
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
村
総
合
計
画
審
議
会
（
会
長
・
中
村

芳よ
し

正ま
さ

田
野
畑
村
漁
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
）は
３
月
４
日
、
役
場
第
一

会
議
室
で
「
田
野
畑
村
総
合
計
画
・
後

期
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
石
原
弘
村
長

に
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
各
種
団
体

か
ら
の
推
薦
者
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

27
人
。
昨
年
８
月
に
村
か
ら
の
諮
問
を

受
け
、
約
半
年
に
わ
た
り
村
が
取
り
組

む
べ
き
施
策
の
方
向
性
な
ど
を
審
議
し

て
き
ま
し
た
。

　
村
総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」
の
３
段
階
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
構
想
は
、
村
の
基
本
目
標
や
将

来
像
な
ど
、
村
づ
く
り
の
基
本
的
な
考

え
方
と
そ
の
方
向
性
を
描
い
た
計
画
で
、

現
在
の
基
本
構
想
は
平
成
23
〜
32
年
ま

で
の
10
年
計
画
で
平
成
22
年
度
に
策
定
。

　
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
の
考
え
方

を
受
け
、
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

基
本
的
な
施
策
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
た
計
画
で
、
前
期
と
後
期
の
各
５
年

計
画
で
構
成
し
ま
す
。
今
回
の
審
議
会

で
は
、環
境
、生
活
、学
習
、産
業
、交
流
、

交
通
の
６
領
域
お
よ
び
復
興
に
掲
げ
る

計
画
内
容
や
む
ら
づ
く
り
の
重
点
施
策

　
各
種
社
会
教
育
事
業
、生
涯
学
習
の
事
業

　
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
の
た
め
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
読
書
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

　
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
の
推
進
の
た
め
、

学
校
体
育
を
充
実
す
る
と
と
も
に
部
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
小
中
学
校
９
年
間
を
見
通
し
、
人
間
と
し

て
の
成
長
や
学
び
の
連
続
性
を
重
視
し
た
小

中
連
携
（
一
貫
）
教
育
の
研
究
や
実
践
を
、

家
庭
、
地
域
と
も
連
携
し
推
進
し
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
の
充
実
で
は
、
児
童
生
徒

の
自
立
や
社
会
参
加
に
必
要
な
力
を
育
む
た

め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

　
不
登
校
や
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
教
育
を
行
い

ま
す
。
児
童
生
徒
理
解
や
よ
り
良
い
学
級
経

営
の
た
め
に
、小
中
学
校
全
学
年
で
Ｑ

－

Ｕ

検
査【
※
注
釈
】を
実
施
し
な
が
ら
、児
童
生

徒
の
心
の
ケ
ア
を
図
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
充
実
で
は
、教
育
の
機
会
均

等
の
た
め
、就
学
援
助
や
奨
学
金
の
貸
与
を
行

い
ま
す
。

　
学
校
施
設
で
は
、
児
童
生
徒
が
安
全
で
快

適
に
学
べ
る
よ
う
施
設
の
適
正
な
管
理
に
努

め
ま
す
。
特
に
も
昭
和
54
年
に
建
築
さ
れ
老

朽
化
が
顕
著
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
改
築
に
向
け
た
基
本
設
計
に
着
手
し

ま
す
。

　
教
育
基
本
法
や
学
校
教
育
法
な
ど
の
教
育

関
連
法
規
や
、
学
習
指
導
要
領
、
県
教
育
委

員
会
の
教
育
行
政
方
針
、
村
政
運
営
方
針
な

ど
に
沿
い
な
が
ら
、
本
村
の
教
育
課
題
克
服

の
た
め
に
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
や
重
点

施
策
に
よ
り
、「
学
校
教
育
の
充
実
」、「
社

会
教
育
の
推
進
」、「
社
会
体
育
の
推
進
」、「
文

化
の
振
興
」
を
進
め
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
を
受
け
た
地

域
や
家
庭
、
児
童
生
徒
の
支
援
も
含
め
た
教

育
環
境
の
再
建
、
復
興
に
重
点
を
置
い
た
各

種
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
努
め

る
と
と
も
に
、自
立
し
た
成
人
と
し
て
必
要

な「
生
き
る
力
」を
身
に
付
け
る
た
め「
確
か

な
学
力
」、「
豊
か
な
心
」、「
健
や
か
な
体
」を

育
む
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
社
会
教
育

や
社
会
体
育
に
お
い
て
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
事
業
を
推
進
し
、
村
民
の
健
康
と
生

き
が
い
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

教
育
行
政
方
針

熊
谷 

勤
己  

教
育
委
員
長

教
育
行
政
の
基
本
方
針

重
点

施
策

① 

学
校
教
育
の
充
実

　
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進
の
た
め
、

学
力
検
査
を
小
中
学
校
全
学
年
で
実
施
・
分

析
し
、
指
導
改
善
を
図
り
ま
す
。
中
学
生
海

外
派
遣
研
修
を
実
施
し
、国
際
性
、積
極
性
を

高
め
、異
文
化
理
解
を
深
め
ま
す
。
中
学
生

学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
中
学
生
に

学
習
の
場
を
提
供
し
学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

を
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、計
画
的
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

　
全
県
共
通
課
題
と
推
進
区
毎
の
課
題
に
基

づ
い
た
教
育
振
興
運
動
の
活
発
化
を
図
る
た

め
、
推
進
区
毎
の
組
織
確
立
と
相
互
の
交
流

を
深
め
ま
す
。

　「
田
野
畑
村
教
育
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、

村
民
の
教
育
へ
の
関
心
を
一
層
高
め
ま
す
。

　
地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
充
実
・
向
上
の

た
め
、家
庭
教
育
学
級
を
開
催
し
、児
童
生
徒

の
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
深
谷
市
や
藤
崎
町
と
の
小
学
生
交
流
事
業

を
実
施
し
、
児
童
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
両
市
町
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

　
推
進
体
制
の
充
実
の
た
め
、
村
体
育
協
会
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
各
種
団
体
と
連
携
を

図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会
を
企
画
し
、

村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
村
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
事
業

と
提
携
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
た

村
民
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
活
用
し
、
本
村
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
」
の
普
及
を
図
り
、
10
月
の

希
望
郷
い
わ
て
国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
競
技
の
成
功
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
７

月
初
め
に
本
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
る
文
部
科
学
大
臣
賞
日
本

　
村
民
文
化
展
や
青
少
年
劇
場
を
開
催
し
、

村
民
や
児
童
生
徒
の
芸
術
文
化
活
動
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

 

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
の
た
め
、
村
芸
術

文
化
協
会
や
郷
土
芸
能
伝
承
団
体
お
よ
び
各

種
サ
ー
ク
ル
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
県

指
定
、
村
指
定
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
、
た
の
は
た
ジ
オ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
の
連
携
を
図
り
、
保
存
と
学
習
へ
の

活
用
を
図
り
ま
す
。

選
手
権
大
会
の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

　
体
育
施
設
の
適
正
な
維
持
・
管
理
に
努
め
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

重
点
施
策

重
点

施
策

② 

社
会
教
育
の
推
進

重
点

施
策

③ 

社
会
体
育
の
推
進

重
点
施
策

④ 

文
化
の
振
興

　
以
上
、
平
成
28
年
度
の
教
育
行
政
方
針
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
は
、
ま
だ
残
っ
て

い
る
状
況
で
す
が
、
復
興
の
歩
み
を
よ
り

着
実
な
も
の
と
す
る
た
め「
村
づ
く
り
は
人

づ
く
り
」の
一
層
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
と
、

強
く
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
た
め
、こ
ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」を

よ
り
一
層
育
む
な
ど
、田
野
畑
村
の
教
育
行
政

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各

位
と
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

む
す
び

村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び

■村の将来の方向�田野畑の魅力と地域力を高
　め、住みたい村・子育てしたくなる村を目指す
■人口目標…2040 年に 3000 人

基本目標 具体的な施策・事業
（１）地域資源を活かした

　　新たな雇用の創出
①１次産業後継者育成事業
②６次産業化モデル事業
③観光推進体制の強化
④道の駅たのはたの機能強化
　　　（移転リニューアルなど）
⑤第三セクターの経営強化
⑥企業誘致活動および企業支援

（２）地域を支えるＵ・Ｉ
　　　ターンの促進

① U・I ターン受け入れ環境の整備
②居住環境の向上
③観光推進体制の強化（再掲）
④懐かし村民制度の充実強化
⑤田野畑村の魅力情報発信の強化

（３）結婚 ･ 出産 ･ 子育て
　　環境の支援

①出産 ･ 子育て支援策の充実
②若者交流イベントなどの開催

（４）地域づくり ･ 地域コ
　　ミュニティの充実

①地域づくり実践活動への支援
②集落圏ネットワークの形成

（５）広域圏における協力
　　･ 連携の推進

①広域連携の検討 　
ま
た
、合
計
特
殊
出
生
率（
20
〜
24
年
平
均

１
・
69
）を
２
・
07
以
上
に
維
持
し
、人
口
の
増

減
の
均
衡
を
図
り
ま
す
。

　
総
合
戦
略
で
は「
村
の
魅
力
と
地
域
力
を

高
め
、住
み
た
い
村
、子
育
て
し
た
く
な
る
村

を
目
指
す
」と
将
来
の
方
向
性
を
示
し
、
５

つ
の
基
本
目
標
を
設
定（
左
上
表
）。
具
体
的

な
施
策
や
事
業
と
し
て
１
次
産
業
の
担
い
手

育
成
や
６
次
産
業
化
の
推
進
、
移
住
者
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
策
定
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
４

月
中
旬
に
全
世
帯
配
布
さ
れ
る
概
要
版
お
よ

び
村
Ｈ
Ｐ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
村
は
３
月
４
日
、役
場
第
一
会
議
室
で
第

４
回
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
検
討

委
員
会（
委
員
長
・
齋
藤
俊と

し

明あ
き

岩
手
県
立
大

教
授
）を
開
催
し
、長
期
的
な
将
来
の
人
口
推

計
を
行
い
、基
本
目
標
や
施
策
の
方
向
性
を
示

す
た
め
の「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」お
よ
び
平
成
27

〜
31
年
度
の「
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
平
成
27
年
４
月
末
人

口
３
６
６
１
人
に
対
し
、
25
年
後
の
人
口
目

標
を
３
千
人
に
設
定
。国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
推
計
２
０
８
６
人
よ
り
約
９

百
人
多
く
設
定
。
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
移

住
者
や
結
婚
・
子
育
て
支
援
施
策
に
よ
り
人

口
減
少
を
抑
え
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

■村の総合戦略における主な重要業績評価指標

内容 現状
（2015年）

目標値
（2019年）

起業・創業者数 / 延数 ０人 ３人
新商品開発 / 延数 ０件 10 件
体験観光者数 / 年 9,000 人 13,000 人
道の駅たのはた利用者数 / 年 41,000 人 45,000 人
U・I ターン者数 / 延数 20 人 200 人
村ホームページアクセス数 / 年 ー 425,000 件
懐かし村民登録件数 / 延数 100 件 200 件
村内起業新規雇用者数 / 延数 － 75 人
広域連携事業数 ０件 ３件

村
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
を
決
定

村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合
戦
略
を
反
映

村総合計画（平成23～32年）の後期５年間の基本
計画の答申を行う中村芳正会長（右）

【
※
注
釈
】「
Ｑ

－

Ｕ
検
査
」…『
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
』
の
こ
と
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東日本大震災追悼式 ３月11日
あの日から５年

　
３
月
11
日
、ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
で「
田

野
畑
村
東
日
本
大
震
災
追
悼
式
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
大
震
災
発
生
か
ら
ち
ょ

う
ど
５
年
の
こ
の
日
。
村
内
外
か
ら
約

２
５
０
人
が
参
列
し
、
犠
牲
者
に
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
国
が
行
う
式
典
の
国
歌
斉
唱
、
黙
と

う
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
式
辞
、
天

皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
を
映
像
中
継
し
た

後
、
村
追
悼
式
を
進
行
し
ま
し
た
。

　
石
原
弘
村
長
は
「
与
え
ら
れ
た
試
練

を
乗
り
越
え
、
希
望
へ
と
歩
み
を
始
め

る
た
め
、
こ
の
５
年
で
培
っ
た
新
た
な

経
験
を
次
代
の
防
災
・
地
域
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
へ
の
お
慰
め
に
な
る
も
の
と

意
を
強
く
し
、
一
日
も
早
く
復
興
事
業

を
成
し
遂
げ
、
復
旧
・
復
興
か
ら
地
方

創
生
へ
と
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
式
辞
。
尊
い
犠
牲
を
か
た
と
き

も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
住
ん
で
い

る
人
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
村
民
の
生

き
が
い
と
役
割
が
発
揮
さ
れ
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

　
遺
族
代
表
の
追
悼
の
こ
と
ば
な
ど
の

後
は
、
参
列
者
が
祭
壇
に
献
花
を
行
い

ま
し
た
。
最
後
に
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
歌
が
披
露
さ

れ
、
復
興
へ
の
誓
い
が
込
め
ら
れ
た
風

船
を
空
へ
放
ち
、
津
波
犠
牲
者
の
安
ら

か
な
眠
り
を
祈
り
ま
し
た
。

追悼のことば
　本日ここに、田野畑村東日本大震災追悼式を執り行っていただき
ましたことに、石原村長をはじめ、ご来賓の皆様、たくさんの参列
者の皆様に心より感謝申し上げます。
　東日本大震災で、甚大な被害を受け多くの尊い命が奪われました。
震災から５年の月日が経った今でも、悲しみを抱いて生活していま
す。遺族にとって一生忘れることはありません。
　私は生まれ育った島越の家を失い、そして大事な父と兄も津波の
犠牲となりました。あの時はどこでどのように津波にあったのか、
そればかり思っていました。怖かったでしょう、苦しかったでしょ
う。子供たち、孫たち、妻を想い、波に勝てずに姿を消してしまい
ました。
　父は、私の子供たちの面倒をよくみてくれ、子供たちもお爺ちゃ
んのことが大好きでした。また、寝たきりの母の介護に毎日出かけ、
あの日も母の所から家に戻り、避難所まで避難していながらも、ま
た家に引き返して犠牲になったと聞きました。
　兄は、スポーツが大好きで、スポ少ではバレーの監督をしていま
した。何より、日報駅伝になると何をおいても走りに行き、監督に
なってからは益々忙しくなり楽しそうにしていました。私の子供た
ちも、そんな兄を頼りにしていました。震災の時は、消防団で水門
を閉めて、周りに「津波が来るぞぉ～」と騒いだ後に堤防にいたそ
うです。多分、津波を甘く見ていたのでしょう。その堤防で犠牲に
なったと聞きました。
　大切な家族を遺してこの世を去ってしまった父と兄の辛さを思う
とやりきれない気持ちでいっぱいです。２人の写真に目を向けるこ
とができず、思い出すだけで涙が止まらなくなり、深い絶望に陥っ
ていました。
　しかし、テレビや新聞で亡くなった人の分まで生きようとする遺
族の姿を見て、「皆が必死で生きて、皆が支えあって頑張っている。
前を向いていかなければいけない。」と思うようになりました。そ
れからは、２人の写真を見ながら、家族の出来事などを報告し「ゆっ
くり休んでください。」と伝えています。
　２年前には、漁の網から父の体の一部が発見されて、お墓で休ま
せることができました。兄はまだ、行方不明のままですが、自分の
好きな所で、家族を見守っていると思っています。そして何処かで

「かおり、頼むぞ」と、言っているようにも思えます。
　震災からの復興にあたり、大勢の方々からの暖かい励ましや支援
のお蔭で、私たちはどれほど救われたことか、心から感謝申し上げ
ます。私たちは、その恩に報いる為にも、前を向いて笑顔で生活し
ています。これからは、震災の記憶を風化させないように、そして
私たち遺族と同じ思いをさせない為にも、後世に語り継いでいかな
ければなりません。
　最後に東日本大震災で犠牲になられた方々のご冥福をお祈りし、
遺族代表の言葉とさせていただきます。

遺族代表
　畠山 香

かおり

 さん（48・羅賀）

復興に向けた思いを込めて風船を空へ放つたのはた児童クラブの子どもたち

追悼音楽を奏でたグラツィアの皆さん花で飾られた祭壇犠牲者を悼み献花

犠牲者を悼み
　　 復興を誓う
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【震災直後】

【震災直後】

【震災前】

【震災前】

【震災から 1 年】

【震災から 1 年】

【震災から２年】

【震災から２年】【震災から３年】

【震災から３年】

【震災から４年】

【震災から４年】

島越地区
島越駅そばにコミュニティ
センターが完成。28 年度
は島の越漁港へ荷捌き施
設が完成します。

羅賀地区
津波を防ぐ県道かさ上げ
工事に着工。ホテル羅賀荘
と県道をつなぐ村道（写真
①）は形が見えています。

【震災から５年】

①

②
①②はそれぞれ
右写真の①②か
ら撮影

【震災から５年】

【震災直後】 【震災前】

【震災から２年】

①②

復興の軌跡

　村全体が大きな悲しみや不安に包まれたあの
日から５年。日本全国、世界各地からの支援に
支えられ、少しずつですがでも確実に、一歩一
歩前に進んできました。村は１日も早い復興へ
向け、復旧工事などを進めています。

【震災から３年３カ月】

震災から５年を迎えた明戸海岸。新防潮堤の東側に震災遺構として旧防潮堤の一部を保存

明戸海岸
津波により大きな被害を受けた旧防潮堤は一部
を震災遺構として保存。旧防潮堤の西側に防潮
堤機能を備えた県道を整備しています。

【震災から５年】

【震災から４年】

【震災から 1 年】
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グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
の
は
田
野

畑
漁
協
田
野
畑
浜
女
性
部
の
「
早
春
の

羅
賀
の
お
も
て
な
し
料
理
」。
代
表
の

熊
谷
裕ゆ

み

こ
美
子
さ
ん（
58
）=

羅
賀=

は「
グ

ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
グ
ラ
ン
プ
リ
に
な
り
驚
い

て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
羅
賀
で
食
べ
ら

れ
て
い
る
料
理
を
中
心
に
お
膳
に
し
ま

し
た
。
特
に
天
然
コ
ン
ブ
の
コ
ン
ブ
巻

は
歯
ご
た
え
も
あ
り
美
味
し
い
の
で
皆

さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と

受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

　
一
般
展
示
部
門
で
は
、
来
場
者
が
料

理
を
見
た
印
象
を
も
と
に
３
品
の
入
賞

作
を
決
定
。「
自
分
が
一
番
食
べ
て
み

た
い
と
思
っ
た
料
理
は
？
」
で
入
賞
し

た
の
は
下
机
葉よ
う

子こ

さ
ん
の
「
ア
ワ
ビ
と

ト
シ
ル
の
た
つ
た
揚
げ
」。
酒
、
し
ょ

う
ゆ
、
み
り
ん
な
ど
の
タ
レ
に
ア
ワ
ビ

と
ト
シ
ル
を
30
分
ほ
ど
漬
け
、
片
栗
粉

を
混
ぜ
て
揚
げ
た
料
理
で
、
見
た
目
も

豪
華
で
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
村
６
次
産
業
化
推
進
協
議
会
で
は
、

今
回
の
様
子
を
冊
子
に
ま
と
め
、
保
存

や
伝
承
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
利
用
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
27
日
に
ア
ズ
ビ
ィ
体
育
館
お

よ
び
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
田
野
畑

流
「
お
も
て
な
し
料
理
」
コ
ン
テ
ス
ト

＆
博
覧
会
。
グ
ラ
ン
プ
リ
を
競
う
コ
ン

テ
ス
ト
部
門
に
は
村
内
か
ら
９
団
体
が

参
加
し
、
制
限
時
間
１
時
間
で
料
理
の

腕
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
競
い
ま
し
た
。
参

加
条
件
は
①
田
野
畑
産
食
材
が
メ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
②
生
産
者
の
顔
が
見
え
る

食
材
を
使
う
こ
と
③
自
分
の
子
、
孫
に

食
べ
て
ほ
し
い
料
理
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

各
団
体
は
地
元
で
と
れ
た
食
材
で
色
鮮

や
か
な
「
お
も
て
な
し
料
理
」
を
披
露

し
ま
し
た
。
一
方
、
ジ
ャ
ン
ル
、
素
材
、

テ
ー
マ
を
問
わ
な
い
一
般
展
示
部
門
に

は
41
品
が
出
品
さ
れ
、
昔
か
ら
受
け
継

が
れ
て
い
る
郷
土
料
理
や
田
野
畑
な
ら

で
は
食
材
を
使
っ
た
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ

ア
の
料
理
が
並
び
ま
し
た
。

子
や
孫
に
伝
え
た
い
村
な
ら
で
は
の
料
理
を
村
内
の
腕
自
慢
の
皆

さ
ん
が
調
理
し
て
、
味
や
見
た
目
・
こ
だ
わ
り
ポ
イ
ン
ト
を
競
っ

た
田
野
畑
流「
お
も
て
な
し
料
理
」コ
ン
テ
ス
ト
＆
博
覧
会
が
開

催
さ
れ
、
約
２
５
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ご
当
地
食
材
が
大
集
合
！

コ
ン
テ
ス
ト
に
９
チ
ー
ム

　
田
野
畑
流
「
お
も
て
な
し
料
理
」
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
審
査
員
と
一
般
来
場
者

50
人
に
よ
る
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
審
査

投
票
に
よ
り
順
位
を
決
定
し
ま
し
た
。

オープニング行事を盛り上げた
甲地剣舞の皆さん

ヤングママ３人組で参加した Happy 
Mama's キッチンの皆さん

各団体のメイン料理を集めた審
査用プレートは大好評

グランプリを受賞した田野畑漁
協田野畑浜女性部の熊谷代表

田野畑流「おもてなし料理」コンテスト審査結果

田
野
畑
流「
お
も
て
な
し
料

理
」一
般
展
示
部
門
入
賞
作

「自分で一番食べてみたい料理」賞
　アワビとトシルのたつた揚げ

下机葉子さん = 机 =

「子や孫に受け継ぎたい
　　　　田野畑らしい料理」賞
　どんこなます
　　　佐々木エミさん = 切牛 =

「道の駅などで売ってほしい料理」賞
　ワカメの佃煮

佐々木生子さん = 切牛 =

グランプリ
田野畑漁協 田野畑浜女性部
　早春の羅賀のおもてなし料理

思惟大橋レストハウス
たのはた春のおもてなしヘルシー御膳

審査員特別賞肉のしもむら賞
Happy Mama's キッチン
おかえり！おうちで豆腐づくしディナー

肉のしもむら賞
チームＭ
漁師のくっどがんせえ飯

鯛すし賞
田野畑漁協 浜岩泉浦女性部
田野畑おもてなしホッと御膳

山地酪農賞
サンマッシュ田野畑
子宝たくさんディナーセット1280

甘竹田野畑賞
番屋 婦人会
番屋定食

村産業開発公社賞
番屋 塩爺連
番屋まかない

鯛すし賞
思惟大橋レディース「虹の橋」
鴨肉まん＆総菜パン

羅賀の早春は磯の香りに包まれます。ショイの口開
けで採った磯のものをそれぞれの味で調理し、ごち
そうに仕上げました

コンテスト部門の審査投票を兼ねたランチバイキングには行列ができました
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◆
申
込
方
法
…
申
し
込
み
書
に
次
の
こ

　
と
を
記
載
し
、
総
務
課
に
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
書
は
、
役
場

　
窓
口
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申

　
し
付
け
く
だ
さ
い

 

・
申
込
み
者
の
氏
名
、性
別
、生
年
月
日

 

・
住
所
、
連
絡
先

 

・
支
援
が
必
要
な
理
由

 

・
地
域
支
援
者
（
地
域
で
支
援
し
て
い  

　
た
だ
く
人
）の
氏
名
、住
所
、連
絡
先

◆
登
録
の
注
意
事
項

①
関
係
機
関
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

　
村
は
、
災
害
の
発
生
時
に
家
族
な
ど

の
援
助
が
困
難
で
、
避
難
に
何
ら
か
の

助
け
を
必
要
と
す
る
人(
避
難
行
動
要

支
援
者)

の
名
簿
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
は
、
速
や
か
な
避
難
誘
導

や
安
否
の
確
認
を
す
る
た
め
に
整
備
す

る
も
の
で
、
村
の
関
係
部
署
や
民
生
児

童
委
員
、
自
治
会
、
消
防
、
警
察
、
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
情
報
を
提
供
し
、

日
頃
の
見
守
り
や
災
害
時
の
避
難
支
援

な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
人
や
、
家

族
だ
け
で
は
避
難
が
困
難
な
人
は
、
名

簿
へ
の
登
録
を
随
時
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
の
対
象
者
…
家
族
な
ど
の
援
助

　
が
困
難
で
、
次
に
該
当
す
る
人

 

・
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

 

・
介
護
保
険
に
お
け
る
要
介
護
度
３
以

　
上
の
在
宅
者

 

・
身
体
障
が
い
者（
１
〜
２
級
、
在
宅
）

 

・
知
的
障
が
い
者（
療
育
Ａ
判
定
）

 

・
難
病
特
定
疾
患
者

 

・
そ
の
他
災
害
発
生
時
に
援
護
が
必
要 

　
な
人
（
妊
産
婦
な
ど
）

　
岩
手
県
防
災
保
安
協
会
で
は
、
防
火

管
理
者
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　
防
火
管
理
者
と
は
、
多
数
の
人
が
利

用
す
る
建
物
な
ど
の
「
火
災
に
よ
る
被

害
」
を
防
止
す
る
た
め
、
防
火
管
理
に

係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
防
火
管
理

上
必
要
な
業
務
（
防
火
管
理
業
務
）
を

計
画
的
に
行
う
責
任
者
を
い
い
ま
す
。

◆
開
催
日
…
５
月
19
日
㈭
、
20
日
㈮

◆
場
所
…
宮
古
市
民
文
化
会
館

◆
受
講
対
象
者
…
当
該
防
火
対
象
物
で

　
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に

　
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
ま

　
た
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
人

◆
定
員
…
１
０
０
名

◆
受
付
期
間
…
４
月
13
日
㈬
〜
27
日
㈬

◆
講
習
料
金
…
６
５
０
０
円

◆
注
意
点
…
平
成
28
年
度
か
ら
講
習
の

　
主
催
が
岩
手
県
防
災
保
安
協
会
に
変

　
わ
り
ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は
岩
手

　
県
防
災
保
安
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
な
ど
で
確
認
す
る
か
、
宮
古
消
防
署

　
田
野
畑
分
署
ま
で
問
合
せ
て
く
だ
さ

　
い

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…
岩
手
県
防

　
災
保
安
協
会
（
☎
０
１
９

－

６
３
１

　

－

１
６
２
５
）

　
宮
古
消
防
署
田
野
畑
分
署
（
☎
34

－
　

２
１
０
０
）

　
２
月
22
日
に
は
、
村
防
災
セ
ン
タ
ー

で
村
長
か
ら
畠
山
保や

す

幸ゆ
き

団
長
に
交
付
さ

れ
、
各
分
団
へ
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
配

置
式
後
の
機
械
操
作
講
習
会
に
は
各
分

団
か
ら
機
関
員
な
ど
が
参
加
し
、
熱
心

に
積
載
車
や
小
型
ポ
ン
プ
の
操
作
方
法

を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
28
日
に
は
、
羅
賀
地
区

を
管
轄
す
る
第
１
分
団
１
部（
山
根
健け
ん

部
長
）で
小
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
納

車
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
事
に
は
約

20
人
の
消
防
団
員
が
出
席
し
、
地
域
で

の
無
火
災
・
無
災
害
と
消
防
団
員
の
安

全
、
消
防
車
両
の
安
全
運
行
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
村
は
、
田
野
畑
村
消
防
団
の
小
型
ポ

ン
プ
付
積
載
車
な
ど
４
台
を
新
た
に
更

新
し
ま
し
た
。

　
更
新
さ
れ
た
の
は
、
本
団
に
８
人
乗

り
指
揮
車
１
台
、
第
１
分
団
１
部
・
第

３
分
団
に
小
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
各
１

台
ず
つ
、
第
２
分
団
２
部
に
積
載
車
１

台
で
す
。

　
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
の
10
年
６
カ
月
、
田
野
畑
村
女
性

消
防
協
力
隊
長
と
し
て
地
域
防
災
の
普
及
啓

発
に
貢
献
し
た
三
浦
康や

す

子こ

さ
ん（
70
）＝
島
越

＝
が
、
３
月
８
日
、
第
68
回
日
本
消
防
協
会

定
例
表
彰
優
良
婦
人
消
防
隊
員
表
彰
「
功
績

章
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
当
時
の
島
越

婦
人
消
防
協
力
隊
に
入
隊
。
平
成
８
年
10
月

１
日
の
「
田
野
畑
村
女
性
消
防
協
力
隊
」
へ

の
組
織
替
え
と
同
時
に
副
隊
長
に
任
命
さ
れ
、

平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
は
隊
長
と
し
て
村

女
性
消
防
協
力
隊
を
け
ん
引
し
、
平
成
28
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
約
44
年
間
の
女
性
消
防

協
力
隊
活
動
か
ら
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
は「
災
害
や
火
災
か
ら
村
を
守

り
た
い
一
心
で
村
消
防
団
と
ひ
と
つ
に
な
り

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
消
防
団
員
や
村
民
の

皆
さ
ん
、
職
場
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
や
り

遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
東
日
本
大
震
災

で
の
避
難
誘
導
や
炊
き
出
し
活
動
で
多
く
の

人
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
深
く
記
憶

に
残
っ
て
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
や
命
を
守

る
た
め
に
女
性
の
活
躍
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
村
女
性
消
防
協
力

隊
へ
の
入
隊
や
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
68
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

優
良
婦
人
消
防
隊
員
表
彰「
功
績
章
」の
受
章

は
、
岩
手
県
で
た
だ
一
人
。
授
賞
式
は
、
３

月
17
日
に
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

長年の活躍を評価

三浦康
や す

子
こ

さん

田
野
畑
村
消
防
団

小
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
な
ど
４
台
更
新

畠山団長から各分団への車両配置式

納車を祝い神事を行う第１分団１部

機械操作講習会には多
くの消防団員が参加

平
成
28
年
度
防
火
管
理
者

講
習（
甲
種
・
新
規
）開
催

受章を喜ぶ三浦康子さん

第 68 回日本消防協会定例表彰
優良婦人消防隊員表彰
　　功績章を受章

災
害
時
の
避
難
支
援
に
活
用
す
る

  

要
支
援
者
の
名
簿
を
整
備
し
ま
す

要
支
援
登
録
希
望
者
を
募
集

　
に
つ
い
て
、本
人(

家
族)

と
地
域
支

　
援
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。
申
し
込

　
み
書
に
署
名
・
押
印
し
て
く
だ
さ
い

②
必
ず
地
域
支
援
者
か
ら
了
解
を
得
て

　
く
だ
さ
い

③
災
害
の
発
生
時
に
は
、
多
く
の
混
乱

　
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
登
録
を
す

　
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
避
難
を

　
支
援
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

　
あ
ら
か
じ
め
了
承
し
て
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
総
務
課
（
☎
34-

　
２
１
１
１ 

内
線
16)

村の関係部署、民生児
童委員、消防団、警察、
社会福祉協議会など

自治会、自主防災
団体など

支援者

村 避難行動
要支援者

名簿の作成・管理

名簿の提供
情報共有

災害時の支
援・声掛け

名簿
　登録

要
支
援
者
名
簿

田
野
畑
村
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平
成
17
年
〜
平
成
22
年
３
月
末
日
に
か
け

て
、
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
た
こ

と
に
よ
り
、
日
本
脳
炎
の
定
期
接
種
を
受
け

る
機
会
を
逃
し
た
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平

◆
対
象
者

①
今
年
度
中
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・

　
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
に
な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、心
臓
、腎
臓

　
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫

　
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
障
害

　
を
有
す
る
人

※
す
で
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

　
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す

◆
接
種
日
時
…
月
〜
金
曜
日
（
水
曜
日
の
午

　
後
と
祝
日
除
く
）午
前
９
時
〜
午
前
11
時

　
30
分
、
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時

◆
料
金
…
無
料（
対
象
者
以
外
の
人
は
有
料
）

③
申
請
し
よ
う
と
す
る
治
療
に
係
る
医

　
療
機
関
の
発
行
し
た
領
収
書

◆
そ
の
他
…
助
成
期
間
の
限
度
は
な
く
、

　
第
２
子
以
降
の
治
療
も
対
象

■
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　
県
の
助
成
額
拡
充
に
伴
い
、
村
の
助

成
額
も
拡
充
し
ま
す
。県
と
村
合
わ
せ

て
45
万
円
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者
…
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　
事
業
の
助
成
を
受
け
た
夫
婦

◆
対
象
治
療
…
県
指
定
の
医
療
機
関
で

　
受
け
た
体
外
受
精
と
顕
微
授
精
お
よ

　
び
男
性
不
妊
治
療

◆
助
成
額
…
県
の
助
成
１
回
目
を
受
け

　
た
人
は
15
万
円
、
県
の
助
成
２
回
目

　
以
降
お
よ
び
男
性
不
妊
治
療
を
受
け

　
た
人
は
30
万
円
を
限
度
と
し
て
助
成

◆
申
請
方
法
…
県
の
助
成
の
交
付
決
定

　
通
知
書
と
交
付
決
定
指
令
書
が
届
い

　
て
か
ら
１
ヵ
月
以
内
に
申
請

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

①
田
野
畑
村
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

　
交
付
申
請
書

②
県
助
成
の
交
付
決
定
通
知
書
と
交
付

　
決
定
指
令
書

③
指
定
医
療
機
関
の
発
行
し
た
領
収
書

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
生
活
環
境
課
（
☎

　
34

－

２
１
１
１ 

内
線
25
）

■
一
般
不
妊
治
療
費
助
成

◆
対
象
者
…

①
夫
婦
ま
た
は
い
ず
れ
か
一
方
が
村
内

　
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
産
科
な
ど
で
不
妊
症
ま
た
は
不
育
症

　
と
診
断
さ
れ
、
治
療
の
必
要
が
あ
る

　
と
医
師
に
診
断
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
医
療
保
険
法
に
基
づ
く
被
保
険
者
も

　
し
く
は
組
合
員
ま
た
は
そ
の
被
扶
養

　
者
で
あ
る
こ
と

④
夫
お
よ
び
妻
の
双
方
が
村
税
を
滞
納

　
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
他
市
町
村
で
重
複
申
請
を
し
て
い
な

　
い
こ
と

◆
対
象
治
療
…
医
療
保
険
適
用
内
お
よ

　
び
適
用
外
の
不
妊
治
療
お
よ
び
不
育

　
治
療

◆
助
成
額
…
年
度（
４
月
〜
翌
３
月
診
療

　
分
）当
り
５
万
円
を
限
度
と
し
て
助
成

◆
申
請
方
法
…
年
度
ご
と
に
申
請
（
治

　
療
を
行
っ
た
翌
年
度
４
月
以
降
に
申

　
請
し
て
下
さ
い
） 

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

①
田
野
畑
村
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金

　
交
付
申
請
書

②
田
野
畑
村
一
般
不
妊
治
療
費
医
療
機

　
関
受
診
等
証
明
書
（
医
療
機
関
に
て

　
証
明
）

宝くじ助成
 ３自治会に1,370万円を助成

　島越自治親交会（工藤求
もとむ

会長140世帯）、
巣合自治会（横田雅

ま さ

明
あ き

会長 22 世帯）、真木
沢自治会（畠山幸

こ う

一
い ち

会長 40 世帯）は、㈶
自治総合センターの宝くじ助成金を利用
して、地区公民館や備品を整備しました。
整備した公民館や備品は、地域の行事や
幅広い活動に利用され、コミュニティー
活動の推進に役立てられます。

備品名 金額
やぐら 1,400,922 円
締め太鼓 280,000 円
音響設備 900,000 円

合　計 2,580,922 円

備品名 金額
除雪機 1,836,000 円
シャッターハウス 464,400 円

合　計 2,300,400 円

建築費 14,839,200 円

内

訳

宝くじ助成 8,900,000 円
村補助金 4,400,000 円
自治会負担金 1,539,200 円

■島越自治親交会（助成額 250 万円）

■巣合自治会（助成額 230 万円）

■真木沢自治会（助成額 890 万円）

巣合自治会の除雪機 島越自治親交会のやぐら

真木沢自治会の公民館

◆
対
象
…
満
１
歳
以
上
就
学
前
ま
で
の
未
接

　
種
・
未
罹
患
者

◆
接
種
日
時
…
毎
週
火
曜
日（
祝
日
除
く
）の

　
午
後
４
時
〜
４
時
30
分

◆
料
金
…
無
料
（
１
人
１
回
）

　
村
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
を
、
中
学

校
１
年
生
〜
高
校
１
年
生
の
女
子
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
国
の
方
針
に

よ
り
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
控
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
副
反
応

な
ど
が
み
ら
れ
た
た
め
で
す
。
積
極
的
に
勧

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
希
望
す
る
場
合

は
、
そ
の
有
効
性
と
副
反
応
な
ど
を
理
解
し

た
う
え
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
日
時
…
毎
週
火
曜
日（
祝
日
除
く
）の

　
午
後
４
時
〜
４
時
30
分

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種

不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

村
は
、不
妊
治
療
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、治
療
を
受
け
た

夫
婦
に
対
し
、治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

各
種
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
し
ま
す

村
は
、各
種
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
（
☎
33

－

３
１
０
２
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種

日
本
脳
炎
予
防
接
種

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
接
種
日
現
在

に
20
歳
未
満
の
人
は
、
定
期
予
防
接
種
と
し

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
母
子
健
康
手
帳
に
て
接
種
歴
を

確
認
の
う
え
、
国
保
田
野
畑
村
診
療
所
へ
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
日
時
…
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
の
午
後
４
時
〜
４
時
30
分

◆
料
金
…
無
料

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

◆
予
約
に
つ
い
て

各
種
予
防
接
種
は
接
種
希
望
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
診
療
所
（
☎
33-

３
１
０
１
）

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

　
　
平
成
28
年
度

人
事
異
動

村
職
員
、
広
域
消
防
職
員
、
学
校
教
職
員
の
人

事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
新
採
用
（
任
期
付
き
）

　

 

税
務
会
計
課
税
務
・
会
計
班
主
事

－

澤
村
葉
月
、

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
班
主
事

－

畠
山
拓
海
、
同

保
健
師

－

小
野
寺
純
子

◆
退
職
者
（
県
へ
復
職
）
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先 

 

　 

政
策
推
進
課
主
幹

－

山
本
章
博
（
県
保
健
福
祉
部

障
が
い
保
健
福
祉
課
・
主
任
主
査
）

◆
総
務
課

　

総
務
・
財
政
班
主
任
主
査

－

平
坂
聡
、
同
主
任

　
－

畠
山
多
加
子

◆
政
策
推
進
課

　 

主
幹

－

渡
辺
謙
克
、
政
策
推
進
班
主
任
主
査

－

佐
々
木
賢
司
、
同
主
事

－

佐
々
木
歩
、
熊
谷

航
大

◆
税
務
会
計
課

　
会
計
管
理
者
兼
課
長

－

佐
々
木
卓
男
、
税
務
・

　
会
計
班
主
任
主
査

－

佐
藤
和
子

◆
生
活
環
境
課

　
課
長

－

早
野
円
、
生
活
環
境
・
国
保
介
護
班
主

　
事

－

佐
々
木
潤

◆
建
設
第
二
課

　 

漁
港
・
住
宅
班
主
任
主
査

－

横
山
順
一

◆
産
業
振
興
課

　
課
長

－

工
藤
光
幸
、
産
業
振
興
・
水
産
復
興
班

　
主
任

－

向
井
俊
一
、
同
主
事

－

畠
山
裕
晃

◆
保
健
福
祉
課

　
課
長
兼
診
療
所
事
務
長
兼
歯
科
診
療
所
事
務
長

　

－

佐
藤
俊
一

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

　 

主
任
主
査

－

畑
山
正
明

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　

 

主
幹

－

畠
山
哲

◆
新
採
用

　 

復
興
対
策
課
復
興
対
策
班
主
事

－

木
村
恭
平
、

教
育
委
員
会
事
務
局
主
事

－

金
澤
佑
輝

村
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　

異
動
転
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先

 

◆ 

田
野
畑
小
学
校

　 

校
長

－

大
芦
教
子
（
久
慈
市
立
夏
井
小
・
校
長
）

　
副
校
長

－

佐
々
木
義
明
（
退
職
）

　 

教
諭

－

畠
山
早
苗
（
退
職
）

　  

教
諭

－

中
屋
伸
繁
（
宮
古
市
立
高
浜
小
・
教
諭
）

　
教
諭

－

加
藤
公
（
金
ヶ
崎
町
立
第
一
小
・
教
諭
）

　
教
諭

－

星
智
之
（
奥
州
市
立
玉
里
小
・
教
諭
）

　
栄
養
教
諭

－

山
本
真
紀
子
（
宮
古
市
立
田
老
第
一

　
小
・
栄
養
教
諭
）

◆ 

田
野
畑
中
学
校

　

 

校
長

－

関
向
正
俊
（
奥
州
市
立
小
山
中
・
校
長
）

　

 

教
諭

－

千
葉
晴
己
（
宮
古
市
立
津
軽
石
中
・
教
諭
）

　

  

教
諭

－

和
田
圭
市
（
宮
古
市
立
津
軽
石
中
・
教
諭
）

　
教
諭

－

舘
下
め
ぐ
み
（
退
職
）

　
事
務
主
任

－

三
上
弘
幸
（
岩
泉
町
立
小
川
中
・
主
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　

異
動
転
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先

　  

消
防
主
任

－

塩
越
健
二
（
新
里
分
署
）

　
消
防
士
長

－

横
田
忠
憲
（
宮
古
消
防
署
）

　
消
防
副
士
長

－

佐
々
木
辰
徳
（
岩
泉
消
防
署
）

　
消
防
士

－

工
藤
俊
輝
（
岩
泉
消
防
署
）

広
域
消
防

教
職
員
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　３月５日、岩手県漁港漁村協会の鈴木俊
しゅん

一
い ち

会長が机漁港を訪れ、１月18日～ 20日
にかけて発生した低気圧による波浪被害状
況の現地調査を行いました。漁業者を代表
し上村繁

し げ

幸
ゆ き

さん（66）＝机＝は「外洋に面し
ていることから、災害に強くするためにも
消波ブロックを沖に投入し、波の威力を低
減させるようにしてもらいたい」と要望。
　鈴木会長は「今回の被害は岩手県に集中
している。査定調査を進め、早期復旧を働
き掛けていきたい」と語りました。

漁港漁村協会が波浪被害を調査

　村と岩手県立大学地域政策研究セン
ター・公共政策研究所（所長・齋藤俊

と し

明
あ き

同
大教授）は３月５日、机浜番屋群で「地域
づくりフォーラムinたのはた」を開催しま
した。同大総合政策学部の学生５人が、昨
年９月に開校した「地域づくり大学・たの
はた校」で調査した研究成果を発表。漁師
の塩を活かした新商品の提案やトレッキン
グコースの調査報告など、観光や地域づく
りのアイディアを発表し、参加者と意見を
交わしました。

県立大生が研究成果を発表

会場には住民や観光関係者など30人が集い学生の発表に耳を傾けました

約50人の住民を前に講演する青木教授

　第３弾地方創生講演会が２月26日、アズ
ビィ楽習センターで開催されました。東洋
大学社会学部の青木辰

し ん

司
じ

教授が「地域資源
を宝としてどう活かし、伝えるか」と題し
て講演。村に人を呼び込むためには、観光
地を売りにするのでなく、命と心を実感で
きる田野畑村を発信していくことが重要と
アドバイスしました。また東洋大学の学生
６人が村の酪農業、観光資源、子どもたち
などをテーマにそれぞれ研究成果を披露。
若者らしいフレッシュな発表となりました。

　教育振興運動羅賀地区実践協議会（前原
拓
た く

会長）が３月６日、明戸川でサケ稚魚放
流体験を行い、小中学生など約 40 人が元
気の良い稚魚約５万尾を川へ放流しました。
　村サケふ化場の橋場明

あ き

彦
ひ こ

場長は「今年か
ら村鮭ふ化場で育てた鮭は耳

じ

石
せ き

を確認する
ことで明戸生まれとわかるようになりまし
た」とサケ稚魚について紹介しました。熊
谷哲

て っ

平
ぺ い

くん（６年）は「みんなで楽しく放流
できました。４年後にたくさん鮭が戻って
くることに期待します」と話しました。

羅賀地区の児童がサケ稚魚を放流

及川哲也署長（右）から感謝状を受け取る佐々木欣一さん（左）

　岩泉警察署（及川哲
て つ

也
や

署長）は３月３日、
自殺願望があった東京の男子大学生（24）を
保護した佐々木欣

き ん

一
い ち

さん（74）=島越=に感謝
状を贈呈しました。佐々木さんは２月16日
午前３時50分ごろ、島の越漁港付近の道路
中央をうつむきながら歩く酒に酔った大学
生を発見。声を掛けると大学生は「自殺する
ために村を目指してきた」と話したため、自
宅に保護し110番通報しました。佐々木さ
んは「若者には生きて立派な人材に育って
ほしい」と改めてエールを送りました。

自殺願望者保護し警察から感謝状 地方創生講演会の第3弾を開催

机漁港の被災状況を確認する鈴木俊一会長（写真中央）

　村６次産業化拠点施設「キッチンたのは
た起業家支援センター」（ロレオール田野
畑）に農林中央金庫からテーブルなどが寄贈
されました。３月23日に行われた贈呈式で
農林中央金庫の逸

へ ん

見
み

尚
な お

人
と

森林部長は「農林
中央金庫では、岩手県森林組合連合会と連
携し、被災した農林水産業者の支援に努め
ている。寄贈品を活用してもらい１次産業
の再生、販売力強化、交流人口拡大など地域
復興に向け一層貢献していただきたい」と
６次産業化の進展に期待を込めました。

農林中央金庫が６次産業化支援

改築に合わせてテーブルやイス、商品陳列棚（写真右上）などが寄贈されました。

明戸川にサケの稚魚を放流する羅賀地区の生徒たち
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お知らせお知らせ
火　災

（２月21日～３月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　０件
無火災の連続記録

（３月20日現在） 99日

人口と世帯
３月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,619人（- 4） 
　男　  1,812人（- 1） 
　女　  1,807人（- 3） 
世帯  1,437世帯（- 3）

お知らせ

　県保険医協会では、４月18日
の「ヨイ歯デー」に合わせて歯
のテレホン相談を受け付けます。
◆受付日時…４月18日㈪午前10

　時～午後７時
◆回答日時�４月18日㈪午後７

　時以降に歯科医師が電話で回
　答します
◆受付内容�歯または口に関す
　る悩みについて（無料）
◆電話番号…（☎019-651-7341）

●知 歯の悩み相談を受け付け

　北山崎断崖クルーズ観光船の
定期運航が始まります。
◆運航期間…４月16日㈯～11月
　６日㈰
◆運航時間…①午前９時 30 分
　②午後 12 時 00 分③午後１時
　30 分④午後３時 30 分
◆臨時便…４月29日～５月８日、
　午前８時30分、10時40分、14

　時30分ほか、８月、９月、10月
　の連休などにも運行します
◆料金�大人 1,460 円、小人 730

　円（15 人以上で団体割引有り）
◆問い合わせ先…北山崎断崖ク
　ルーズ観光船発着所（☎ 33-

　2113）

●知 北山崎観光船運航開始

　村地域子育て支援センターは、
マタニティさんを対象にしたサ
ロンを開催しています。
　マタニティさん同士の情報交
換、助産師によるお話し、歯科
衛生士による出産前後の歯のケ
アなどについて気軽に情報が得
られます。
　気軽に参加して、マタニティ
の友達を作りましょう。
◆日時…４月 13 日㈬午後１時
　～４時
◆場所…村地域子育て支援セン
　ター（若桐保育園内）
◆問い合わせ先…村地域子育て
　支援センター（☎ 37-3577 ）

マタニティサロン開催します

　固定資産税の課税の基になっ
ている「固定資産税課税（補充）
台帳」を縦覧します。
　土地売買や家屋を取り壊した
場合に、台帳の内容が訂正され
ていないと、誤って課税される
ことがありますので確認をお願
いします。
◆縦覧期間・時間�４月１日㈮
　～５月２日㈪ 午前９時～午後
　５時※土、日、祝祭日は除く
◆ 場所�役場 税務会計課
◆問い合わせ先…税務会計課　
　（☎34-2112　内線 34）

●知 固定資産の課税台帳を縦覧
　特別児童扶養手当制度は、身
体や精神に障がいがある20歳未
満の児童を養育している父母な
どに対し支給される手当です。
受給には申請が必要です。手当
は申請を受け付けた月の翌月分
からの支給となります。詳しく
は問い合わせてください。
◆特別児童扶養手当月額

◆注意事項…①政令で定める程
　度の障がいを有する児童に限
　ります②対象児童が福祉施設
　等に入所している場合や、障
　がいによる年金を受給できる
　場合は、手当を受けることが
　できません③父、母、同居親
　族などの前年の所得が一定額
　以上の場合、手当が支給停止
　となります
◆問い合わせ先…生活環境課　
　（☎ 34-2114 内線 23）

●知 特別児童手当について

区　分 月額
１級（重度障害） 51,500 円
２級（中級障害） 34,300 円

　児童扶養手当制度は、次の条件にあてはまる18歳到達の年度末ま
でにある児童を養育している父母などに対し支給される手当です。
◆支給条件�①父と母が婚姻を解消した児童②父または母が亡くな
　った児童③父母のどちらかが一定の障害の状態にある児童④婚姻
　によらないで生まれた児童⑤父または母に１年以上遺棄されてい
　る児童⑥父または母が事故により３か月以上生死不明の児童など
◆受給方法…受給には申請が必要です。手当は申請を受け付けた月
　の翌月分からの支給となります。詳しくは問い合わせてください
◆児童扶養手当月額

◆注意事項…①対象児童が福祉施設等に入所している場合は、手当
　を受けることができません②父、母、同居親族などの前年の所得
　が一定額以上の場合、手当の一部（または全部）が支給停止とな
　ります③児童または父母が公的年金を受給している場合、公的年
　金の月額が児童扶養手当の月額を上回る場合、手当を受けること
　はできません
◆問い合わせ先…生活環境課（☎ 34-2114 内線 23）

●知 児童扶養手当の対象者は申請をお忘れなく

区　分 第１子 第２子 第３子以降
手当全部支給 42,330 円 5,000 円

加算
児童 1 人につき
3,000 円加算手当一部支給 42,320 円～ 9,990 円

　４月から国民年金保険料は月
額 16,260 円になります。
　保険料は１年間分または半年
分を前納すると割引があります。
４月上旬に送付される納付案内
書に前納用の納付書も同封され
ますのでご利用ください。
◆問い合わせ先…宮古年金事務
　所（☎0193-62-1963）

●知 国民年金保険料について
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放射性物質濃度検査
　　　全箇所で目安以下
◆検査結果（測定日・３月４日）

測定場所 平均測定値
（マイクロ　

シーベルト／時）

田野畑小学校 0.064

田野畑中学校 0.072

たのはた児童館 0.062

若桐保育園 0.063

役場 0.082

アズビィ楽習センター 0.083

村営野球場 0.033

思惟大橋公園 0.058

北山崎園地 0.054

弁天崎園地 0.082

鵜の巣断崖園地 0.061

◆ 調査結果�文部科学省による
校庭、園庭の空間線量率目安

（１時間当たり１マイクロシ
ーベルト）を下回りました

◆ 問い合わせ先�生活環境課
（☎34-2114　内線22）

　平成27年分確定申告の所得税
および復興特別所得税の振替納
付日は４月20日㈬です。また消
費税および地方消費税の振替納
付日は４月25日㈪です。
　振替納税を利用している人は、
振替日に指定の預貯金口座から
納税額を自動的に引き落としま
すので、事前に残高を確認して
ください。残高不足等で振替が
できない場合は、納期限の翌日
から納付日まで延滞税がかかり
ますので注意してください。
◆問い合わせ先�宮古税務署総
　務課（☎0193-62-1921 内線 212）

●知 振替納税の口座確認を

　４月は「未成年者飲酒防止強
調月間」です。
　成長過程にある未成年者の飲
酒は、本人にとって身体的・精
神的に大きなリスクがあるだけ
でなく、社会的にも大きな影響
を与えます。
　このことを未成年者が理解で
きるよう、社会全体で取り組み
ましょう。
◆問い合わせ先�宮古税務署総
　務課（☎0193-62-1921 内線 212）

●知 未成年の飲酒防止月間

　教育委員会は、クラフトバン
ド手芸教室（初級者向け）を開催
します。クラフトバンドを使っ
て、お買い物バックとしても、
運動会のお弁当を入れるのにも
最適な大きいカゴバックを作り
ます。
◆日時…５月 10 日㈫、17 日㈫
　24 日㈫の３日間
◆時間…午前 10 時～正午
◆場所…アズビィ楽習センター
◆講師…横田千穂子さん
◆対象…村民（18 歳以上）
◆定員…先着 10 名
◆参加費…1,000 円（材料費）
◆その他…参加を希望する人は
　４月15日㈮までに応募してく
　ださい
◆応募 ･ 問い合わせ先…教育委
　員会社会教育班（☎ 34-2226）

●知 クラフトバンド手芸教室開催

　ホテル羅賀荘では、次の通り
従業員（契約社員・パート）を
募集します。
◆職種…客室清掃
◆勤務時間…午前８時30分～午
　後５時30分（休憩１時間15分）
◆募集人員…若干名（年齢不問）
◆給与など…当社規定による
◆加入保険…雇用・労災・健康・
　厚生
◆応募期限…５月 16 日㈪
◆応募方法…電話のうえ来社し
　てください（履歴書持参）
◆問い合わせ先�㈱陸中たのは
　た（☎33 －2611）

ホテル羅賀荘で従業員募集●募

酒
さ

向
こ う

 亮
りょう

平
へ い

政策推進課
　　専門員　

　名古屋市出身の 26 歳です。
富士ソフト㈱からの応援職
員です。村ＨＰ、ブロード
バンド整備事業を主に担当
します。
　ＩＴを使って新しい事に
もチャレンジし、村の力に
なれるよう頑張ります。

◆
応
援
職
員
紹
介

●募

●募
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　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課に４月23日まで
にお送りください。正解者の中
から抽選で１名様に手ぬぐいな
どが当たります。

Ｑ　おもてなし料理コンテスト
　でグランプリに輝いたのは？
   Ａ）思惟大橋レストハウス
   Ｂ）田野畑漁協田野畑浜女性部
   Ｃ）  番屋 塩爺連

■先月当選者
　 応募総数 12 通。全員正解でし

た。島の沢トンネル工事の村本
建設㈱・熊谷建設㈱特定建設
共同企業体から提供いただき

「島の沢トンネル御守り」を６
つ用意できましたので、抽選の
うえ当選者６名に発送します。

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（３月20日現在）

寄付金総額 4167万7760円
681件（村内123件、県内162件、県外396件

取り崩し額 　　 615万7000円　　
基金残額

( 運用益を含む） 3557万1775円

役立ちカレンダー　　　　期間：４月２日㈯～４月24日㈰

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

４月
２日 ㈯ 若桐保育園入園式 若桐保育園 ９:00 ～  ９:30 若桐保育園

（☎37-3577）

４日 ㈪
アズビィ健康スポーツ教室

「卓球・ソフトバレー教室」
（11日、18日、25日も開催）

アズビィ体育館 20:00 ～ 21:00 教育委員会
（内線11）

５日 ㈫
アズビィ健康スポーツ教室

「ソフトテニス教室」
（12日、19日、26日も開催）

アズビィ体育館 17:00 ～ 19:00 教育委員会
（内線11）

６日 ㈬
アズビィ健康スポーツ教室

「バトミントン教室」
（13日、20日、27日も開催）

アズビィ体育館 20:00 ～ 21:00 教育委員会
（内線11）

７日 ㈭ 田野畑中学校入学式 中学校体育館 10:00 ～ 11:15 田野畑中学校
（☎34-2301）

８日 ㈮ 田野畑小学校入学式 小学校体育館 10:00 ～ 11:00 田野畑小学校
（☎34-2050）

８日 ㈮
アズビィ健康スポーツ教室

「フットサル教室」
（15日、22日も開催）

アズビィ体育館 19:00 ～ 21:00 教育委員会
（内線11）

９日 ㈯ 村マレットゴルフ場オープン 村マレットゴルフ場 ９:00 ～ 18:00 教育委員会
（内線12）

12日 ㈫ たのはた児童館入園式 たのはた児童館 10:00 ～ 10:30 たのはた児童館
（☎34-2331）

24日 ㈰ 春の一斉清掃 各地区 ６:00 ～８:00 生活環境課
（内線22）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームペー
ジをご覧いただくか、総務課（☎34-2111内線15）までご連絡ください。

はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（羅賀・机・北山方面）

月　日 場　　所 時　間

４月19日  ㈫
拓洋台団地 9:05 ～  ９:20
グループホームつくえ付近 9:50 ～ 10:05
北山地区総合センター 10:15 ～ 10:30

◆たんぽぽコース（田野畑・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

４月19日  ㈫ 黎明台団地集会所付近 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

４月20日  ㈬
産直プラザ尾肝要 9:15 ～　９:30
山栄会リアス倶楽部付近 9:40 ～ 10:00
甲地公民館 10:10 ～ 10:20

◆問い合わせ先�教育委員会（☎34-2226）

村の話題Tanohata　Topics
おかわり

　田野畑中学校（関向正
ま さ

俊
と し

校長、生徒97人）の卒
業式は３月15日、同校体育館で挙行され、30人の
卒業生がそれぞれの道を歩み始めました。
　関向校長はラグビー日本代表監督の言葉を引用
しながら「人は誰でも他と比べれば不利な点、劣る
点ある一方、人にはない良さや特徴が備わってい
る。その良さに気づき、磨き上げることで自分ら
しい人生を歩んでほしい」とエールを送りました。

中学校30人の卒業生が新たな道へ

　田野畑小学校（大芦教
の り

子
こ

校長、児童161人）の卒業
式は３月18日、同校体育館で行われました。真新
しい制服に身を包んだ卒業生23人は「６年生では
どの活動でも全校の先頭に立って頑張りました。
６年間で作ったたくさんの思い出すべてが私たち
の宝物です」と地域や先生、そして自分たちを支
え励ました両親や家族に感謝の言葉を述べ、中学
校での飛躍を誓いました。

新しい制服に身を包み小学校卒業

　若桐保育園（鈴木康
やす

子
こ

園長、園児50人）の卒園式
が３月26日に保育園ホールで行われ、父母など約50

人が参加し、卒園児５人の門出を祝いました。
　卒園児は「大好きだった保育園とも今日でお別れ
です。楽しかったこと、嬉しかったことがたくさん
ありました。１年生になったら友達をたくさん作り、
勉強や運動を頑張ります」と大きな声で別れの言葉
を述べ、保育園を巣立ちました。

たのはた児童館から11人が卒園

若桐保育園は５人が元気に卒園

恩師と親友、後輩に別れを告げ感極まる生徒たち

緊張した表情で卒園式に臨む園児たち

卒園証書を受け取る松坂玖音（くおん）くん

統合小学校になって初めての入学生だった生徒たちが卒業

　３月 16 日、たのはた児童館（中里民
た み

子
こ

館長、
園児 44 人）の卒園式が行われ、卒園児 11 人が３

年間通った児童館から卒園しました。
　中里館長は「11 人が今までどおり仲良く、小
学校になっても“おはよう”や“ありがとう”“さよう
なら”などのあいさつを忘れずに勉強を頑張って
ください」と優しく語り、園児たちを送り出しま
した。
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〔平成28年２月届け出分〕
（一部敬称略）

●健やかに　～誕生～
　成田　広幸（ひろゆき）くん
　　     　　　　広一・明子　　  菅　窪

　下田　統悟（とうご）くん
　　　　　　     康・さやか　    西和野

　野崎　湊（みなと）くん
　　　　　　     　啓・由美　 　　  西和野

　佐々木　逞吾（ていご）くん
　　　　　    　 賢司・華恵   　 猿　山

■安らかに　～お悔やみ～
　熊　谷　芳二郎 (82)　七　滝
　熊　谷　隆　吉（80）　七　滝
　阿　部　一　江 (86)　羅　賀
　中　里　京　子 (86)　菅　窪

※ この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

おめでた　　 おくやみ
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○
梅
と
櫻
の
咲
く
季
節
に

　

３
月
15
日
に
田
野
畑
中
学
校
、
18
日
に
田
野
畑
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
が
成
長
す
る
こ
と
、
人
づ
く
り
は
村
づ
く
り
、「
教
育
立
村
」の
本
質
に
あ

る
も
の
を
感
じ
る
式
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
卒
業
式
で
、
児
童
・
生
徒
の
成
長
は
素
晴
ら
し
く
、
最
高
学
年

と
い
う
責
任
感
と
友
達
と
共
に
歩
み
続
け
た
日
々
の
思
い
出
は
一
生
の
宝
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

人
は
苦
労
し
た
分
だ
け
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
心
が
育
ち
、
辛

い
思
い
を
し
た
か
ら
こ
そ
他
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
優
し
い
心
が
生
ま
れ
、
友

達
が
い
た
か
ら
こ
そ
勇
気
や
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
。
学
校
生
活
の
中
で
心
と

心
が
向
き
合
い
、
身
震
い
す
る
よ
う
な
体
験
・
感
性
を
磨
い
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
成
長
を
感
じ
、
友
達
を
誇
り
に
思
う
時
で
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
卒
業
式
は
、
恩
師
、
御
家
族
と
お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の
方
々
に

感
謝
す
る
気
持
ち
を
表
現
す
る
場
で
も
あ
り
、
立
志
・
成
長
の
式
典
と
も
言
え

ま
す
。

　

別
れ
の
言
葉
・
別
れ
の
歌
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
の
一
コ
マ
一
コ

マ
が
言
葉
や
態
度
に
現
れ
、
見
た
こ
と
の
な
い
校
外
の
者
で
あ
っ
て
も
そ
の
内

容
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
涙
・
感
涙
す
る
も
の
で
し
た
。
言
葉
は
伝

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
物
事
を
考
え
、
己
の
内
に
向
か
う
も
の
で
も
あ
る
事
を

純
粋
な
生
徒
の
姿
勢
か
ら
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
卒
業
生
は
勿
論
で
す
が
小
・
中
学
校
と
も
に
在
校
生
が
背
筋
を
伸

ば
し
座
っ
て
い
る
姿
が
、
凛
々
し
く
、
爽
や
か
、
田
野
畑
っ
子
を
誇
ら
し
く
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
の
四
月
は
、
新
し
い
成
長
の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。

　

田
野
畑
っ
子
は
地
域
の
宝
で
す
。
田
野
畑
村
の
元
気
の
源
で
す
。

　

こ
の
地
域
の
宝
で
あ
る
児
童
・
生
徒
を
更
に
愛
し
、
育
て
る
。
人
づ
く
り
は

村
づ
く
り「
教
育
立
村
」を
是
と
し
、
子
供
た
ち
と
共
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
歩

み
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
し
た
諸
君
！
進
級
し
た
諸
君
！

　

君
た
ち
の
夢
の
実
現
を
信
じ
つ
つ
、
田
野
畑
村
は
君
た
ち
を
い
つ
ま
で
も
見

守
っ
て
い
き
ま
す
！ 村

長 

石
原 

弘 

の 

村
長
コ
ラ
ム
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164

佐々木 琉
る

生
い

くん（１歳 11 カ月）
敏也さん・春香さん＝菅窪＝

お母さんからのひとこと

192

　アニメ「チャギントン」に夢中！何
でもよく食べ、ヤクルトが大好物です。
おじいちゃんが大好きでいつもお風呂
に一緒に入っています。お兄ちゃんに
負けない、大きく優しい子に育ってね。

三浦  このめちゃん（２歳０カ月）
太知さん・咲奈さん＝島越＝

お母さんからのひとこと

　納豆が大好き！I LOVE納豆です（笑）
お姉ちゃんをお手本に、自分のことは
自分でできるのでお母さんは助かって
います。何にでも挑戦する元気で明る
い子に育ってね☆

　


